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1

NetVault Backup Plug-in for VMware    
－ はじめに 

• NetVault Backup Plug-in for VMware について

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for VMware に

ついて
Quest® NetVault® Backup Plug-in for VMware （Plug-in for VMware） は、 仮想マシンを災害、 メ デ ィ ア障害およ

びデータ損傷から保護し ます。 直感的で使いやすいイ ン ターフ ェ イスによ り、 ご使用の仮想環境に対するバッ ク
ア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ポリ シーを、 集中制御コ ン ソールから一括設定する こ とができます。
Plug-in for VMware は、 VMware vSphere Storage APIs – Data Protection （旧称 VADP ： VMware vStorage APIs 
for Data Protection） と統合されます。 これによ り、 複雑なスク リ プ ト を作成する こ と な く 、 仮想環境を保護す

る こ とができます。 また、 VMware ESXi や VADP を詳細に理解する必要もあ り ません。 本プラグイ ンを使用す

る こ とによ り、 ユーザーは 低限の手順で仮想マシンのイ メ ージそのものや個々のフ ァ イルを高速かつ確実に リ
ス ト アできるため、 ダウン タ イムを 小限に抑える こ とができます。 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが自動的に
統合されるため、 仮想化データの保護およびオフサイ ト への安全な保存によ って障害復旧および業務継続性の目
標が満た される とい う安心感を得る こ とができます。

主な利点
• VADP （vStorage APIs for Data Protection） による VMware ESXi のパフ ォーマンスの向上 ：

Plug-in for VMware は VADP と連携し て、 ESXi Server の負荷と LAN のバッ クア ッ プ ・ ト ラ フ ィ ッ ク を

低減する集中バッ クア ッ プを提供し ます。 このアプローチは、 統合型ハー ド ウ ェ アである必要がある場
合、 特に重要です。 ユーザーは、 シングル ESXi Server 上に構築されたすべての仮想マシンを柔軟に保護

し た り、 シングル NetVault Backup ク ラ イアン ト を使用し て複数の ESXi Server を保護し た り できます。

VMware vSphere Storage vMotion （Storage vMotion） によ り、 プ ラグイ ンは仮想マシンの詳細な場所を

必要とせずに、 仮想マシンを保護する こ とができます。

メ モ ： SQL Server、 Exchange、 SharePoint などのアプ リ ケーシ ョ ン用 NetVault Backup プ ラグイ ンを

Plug-in for VMware と併用する こ と で、 包括的なデータ保護を実現する こ とが可能です。

Plug-in for VMware は、 仮想マシンのベア ・ メ タル ・ リ カバリ をサポー ト し ます。 またアプ リ ケーシ ョ ン ・

プ ラグイ ンは、 バッ クア ッ プ と リ カバリ処理を自動化する こ と でビジネスに不可欠なアプ リ ケーシ ョ ンの
データ保護を合理化し、 ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログの切り捨て といった管理上重要な機能を実行し ます。
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• VMware 環境構築時の信頼性の向上 ： Plug-in for VMware は、 個々の ESXi Server および VMware 
vCenter 環境全体を保護し ます。 複雑なスク リ プ ト を作成する こ と な く 、 また VADP の詳細を理解し な く

ても、 包括的で柔軟なバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを作成する こ とができます。 本プ ラグイ ンでは、 ポイ ン
ト アン ド ク リ ッ ク し て仮想マシンをバッ クア ッ プまたはリ ス ト アできるため、 高い安心感を得られます。
これは、 仮想マシンのバッ クア ッ プ管理を単一の環境に統合する こ とによ り効率を高め、 ス ト レージ管
理の効率を向上させます。 このソ リ ューシ ョ ンは、 VSS ベースのスナ ッ プシ ョ ッ ト を実行し、 バッ ク

ア ッ プ前にアプ リ ケーシ ョ ンを休止する こ とによ り、 Windows ベースの仮想マシンの保護を強化し ます。

• バッ クア ッ プ ・ デバイスの自動統合によ り業務継続性を確保 ： Plug-in for VMware では幅広 く バッ クア ッ

プ ・ デバイスに対応し ているため、 バッ クア ッ プ ・ データ をデ ィ スク ・ ベースのス ト レージ ・ デバイス、
仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ、 または物理テープ ・ ラ イブ ラ リ に保管する こ とができます。 これを使用する
こ とによ り、 ご使用の仮想化環境は確実に保護され、 災害復旧用にオフサイ ト へ格納されます。 本プ ラ
グイ ンによ り、 比較的 VMware の管理経験が浅い IT 要員でも 24x7 体制で保守する こ とができ、 リ ス ト

ア処理を正確に、 できる限り迅速に実行する こ と でダウン タ イムを軽減し、 ビジネスの継続性を向上す
る こ とができます。

• バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウの短縮とデバイス活用性の向上 ： Plug-in for VMware では、 仮想マシン内に格

納されているデータに対する高パフ ォーマンスの増分および差分バッ クア ッ プによ り、 仮想マシンのイ
メ ージ ・ レベルでのバッ クア ッ プを高速化し ます。 本プ ラグイ ン と、 CBT （Changed Block Tracking） 機

能との統合によ り、 初回のフル ・ バッ クア ッ プおよび 後の増分または差分バッ クア ッ プ以降に変更さ
れたブロ ッ クだけが、 確実に現在の増分または差分バッ クア ッ プ ・ ス ト リームに送信されます。 この統
合によ りバッ クア ッ プの効率性がさ らに向上し、 ネ ッ ト ワークへの要求が低減し ます。

また Plug-in for VMware では、 仮想マシンのリ カバリ操作中にも VMware vSphere シン ・ プロビジ ョ ニ

ング機能をそのまま使用できるため、 ス ト レージ ・ コス ト を抑制しデータ を保護する こ とができます。
このタ スクは、 仮想マシン ・ デ ィ スクがその時点で必要なス ト レージ量のみを使用するよ う にし、 必要
に応じ てよ り多 く の容量を動的に割り当てできるよ う にする こ と で実行されます。

機能概要
• VADP ベースのオン ラ イ ン ・ バッ クア ッ プのサポー ト

• アプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ンシステン ト ・ バッ クア ッ プの VSS ベース ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト 作成

• 仮想マシンの CBT ベースのフル、 増分、 および差分イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プの実行

• シン ・ プロビジ ョ ニング対応デ ィ スクのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのサポー ト

• バーチャル ・ アプ リ ケーシ ョ ン （vApp） 内で、 仮想マシンのバッ クア ッ プおよびリ ス ト アが利用可能

• vSphere の仮想マシン ・ ロ ッキング API を使用し た Storage vMotion をサポー ト

• 仮想マシンが vCenter Server 下で、 バージ ョ ン 6.0 ビルド番号 4192238 以降を使用する VMware ESXi
ホス ト によ って管理されている場合、 VMware vSphere フ ォール ト ・ ト レ ラ ンス （vSphere FT） を使用

し て保護されている仮想マシンのバッ クア ッ プ と リ ス ト アをサポー ト

• バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ンで使用する仮想マシン名の包含および除外の設定のサポー ト

• Linux および UNIX でのフ ァ イル ・ レベルのリ ス ト アをサポー ト

▪ 拡張フ ァ イル ・ システム ： EXT2、 EXT3、 および EXT4

▪ XFS v2 および v3 （Extents File System バージ ョ ン 2 および 3）

• 複数仮想マシンのパラ レル ・ バッ クア ッ プによるバッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウの削減

• ABM （Active Block Mapping） を使用するネ ッ ト ワークおよびス ト レージ要件の削減

• イ メ ージ ・ レベルでの分散型バッ クア ッ プ と リ ス ト アをサポー ト し、 バッ クア ッ プ ・ プロキシ と し て動
作し ている複数の NetVault Backup ク ラ イアン ト 全体でジ ョ ブを実行し ます。 プラグイ ンの分散ジ ョ ブ機

能を使用する と、 負荷分散でジ ョ ブを他の VMware バッ クア ッ プ ・ プロキシに転送し、 VMware プロキ

メ モ ： XFS では、 ABM はサポー ト されていません。
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シ と そのジ ョ ブのつながり を解放できます。 この機能は、 異なるオペレーテ ィ ング ・ システムが混在す
る環境で稼働し ている ク ラ イアン ト の他、 物理マシン と仮想マシンが混在する環境にも対応し ます。

• 個別の仮想ド ラ イブのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア

• フ ァ イル ・ レベルでのフル ・ バッ クア ッ プ、 差分バッ クア ッ プ、 および増分バッ クア ッ プ （Windows お

よび Linux ベースの仮想マシン）

• VVols （VMware Virtual Volumes） および VMware vSAN のバッ クア ッ プ と リ ス ト アをサポー ト VVols お

よび vSAN のサポー ト には、 SPBM （VMware vSphere Storage Policy Based Management） のサポー ト

が含まれます。

• 使い勝手のよいポイ ン ト アン ド ク リ ッ クの GUI

• 仮想マシンの削除、 および元の場所へのリ ス ト アをサポー ト

• 完全な仮想マシン ・ イ メ ージまたは個別フ ァ イルのリ ス ト ア

• 仮想マシンを代替 VMware ESXi Server に再配置

• 仮想マシンを代替 VMware vCenter Server に リ ス ト ア

• リ ス ト ア時に仮想マシンの名前変更が可能

• イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プからのフ ァ イルレベル ・ リ ス ト アの実行

• 代替デ ィ レ ク ト リ または仮想マシンへの個別フ ァ イル再配置

対象ユーザー
本ガイ ドは仮想マシンのバッ クア ッ プおよびリ カバリ を担当するユーザーを対象とする ものです。 VMware 
vCenter および VMware ESXi Server の管理、 および仮想マシンを実行させる OS （オペレーテ ィ ング ・ システ

ム） の知識がある こ と を前提と し ています。 さ らに、 VMware についての高度な知識があれば、 効率的なバッ ク

ア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の決定に役立ちます。

参考資料
• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン

▪ Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サー

バーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 データ を保護するた

めの NetVault Backup の設定および使用方法について説明し ています。 NetVault Backup のすべて

の特徴と機能に関する総合的な情報を提供し ています。

メ モ ： NetVault Backup Plug-in for VMware リ リース 12.0 の VMware プロキシのジ ョ ブは、

vCenter ク レデンシャルがない場合、 NetVault Backup Plug-in for VMware 12.1 以降から VMware
プロキシに配布されません。 同様に、 Plug-in for VMware 12.0 の VMware プロキシのジ ョ ブは、

サーバーが NetVault Backup 12.1 以降を実行し ている場合、 vCenter のク レデンシャルに関係な く 、

Plug-in for VMware 12.0 から他の VMware プロキシに配布されません。 

メ モ ： VMware では、 VVOL および vSAN データ ス ト アでの SAN 転送モー ド には対応し ていませ

ん。
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▪ Quest NetVault Backup コマン ド ラ イ ン ・ イ ン ターフ ェ イス ・ リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド

では、 NetVault Backup のコマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ の使用方法について説明し ます。

すべての NetVault Backup ド キュ メ ン ト は、 https://support.quest.com/ja-jp/technical-documents からダウ

ンロー ド できます。

• VMware マニュアル ： VMware の全マニュアルは、 http://www.vmware.com/support/pubs でダウンロー ド

できます。 プ ラ ッ ト フ ォーム ・ サポー ト に関する更新情報、 および vSAN 関連の情報については、

VMware VDDK のリ リース ・ ノ ー ト を参照し て く だ さい。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ール
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• プ ラグイ ンの削除

プラグイ ンのエデ ィ シ ョ ンについて
Plug-in for VMware で利用可能なエデ ィ シ ョ ンには以下の 2 つがあ り ます。

• ESXi Server Edition ： ESXi Server Edition では、 1 つまたは複数のス タ ン ド アローン VMware ESXi 
Server を追加し て、 それらのサーバーが提供し ているすべての仮想マシンを保護する こ とができます。

このエデ ィ シ ョ ンは、 Windows または Linux ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト に導入できます。

ク ラ イアン ト に追加可能な ESXi Server 数は、 取得し たラ イセンス内で指定された容量によ り異な り ま

す。

• Enterprise Edition ： Enterprise Edition では、 複数の VMware ESXi Server または VMware vCenter 
Server を追加し て、 それらのサーバーがホス ト または管理し ているすべての仮想マシンを保護できます。

このエデ ィ シ ョ ンは、 Windows または Linux ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト に導入できます。

任意の数の ESXi Server または vCenter Server を、 本プ ラグイ ンの Enterprise Edition を実行中のク ラ イ

アン ト に追加できます。

システム構築の概要
Plug-in for VMware は、 Windows または Linux ベースの NetVault Backup ク ラ イアン ト いずれにも導入できま

す。 このク ラ イアン ト はバッ クア ッ プ ・ プロキシ と し て動作し ます。 物理マシンまたは仮想マシンをバッ クア ッ
プ ・ プロキシ と し て選択できます。

メ モ ： Plug-in for VMware を vCenter Server にイ ンス ト ールする こ とは推奨されません。

vCenter Server でプラグイ ンを実行する と、 サーバーのリ ソース要求が増大し、 サーバーのパフ ォーマン

ス全体に悪影響を及ぼす可能性があり ます。 また、 大規模なジ ョ ブの ト レース ・ フ ァ イルも、 大量のデ ィ
スク容量を消費する こ とがあり ます。
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図 1. Plug-in for VMware システム構築例

物理マシンへのプ ラグイ ンの導入
仮想マシン ・ デ ィ スクがフ ァ イバ ・ チャネル SAN、 iSCSI SAN、 またはシ リ アル接続 SCSI （SAS） ス ト レー

ジ ・ デバイスに格納されている場合、 プ ラグイ ンをホス ト する物理マシンを選択できます。 このタ イプの導入で
は、 バッ クア ッ プが物理バッ クア ッ プ ・ プロキシにオフ ロー ド されます。

このタ イプの導入では、 SAN および LAN （Network Block Device ： ネ ッ ト ワーク ・ ブロ ッ ク ・ デバイス [NBD]
または NBDSSL[ 暗号化 ]） 転送モー ド がサポー ト されます。 転送モー ド についての詳細は、 「サポー ト されてい

る転送モー ド」 を参照し て く だ さい。

仮想マシンへのプ ラグイ ンの導入
また、 いずれかの仮想マシンをバッ クア ッ プ ・ プロキシ と し て設定し て、 プ ラグイ ンをホス ト する こ と も可能で
す。 この設定は、 すべてのタ イプのス ト レージ ・ デバイス （VMware ESXi Server 上のローカル ・ ス ト レージを

含む） で機能し ます。

このタ イプの導入では、 HotAdd および LAN （Network Block Device ： [NBD] または NBDSSL[ 暗号化 ]） 転送モー

ド に対応し ています。 転送モー ド についての詳細は、 「サポー ト されている転送モー ド」 を参照し て く ださい。

メ モ ： VMware vSphere Storage DRS がデータ ス ト ア ・ ク ラス タ で有効になっている場合、 HotAdd モー ド

を使用し てジ ョ ブを実行する前に、 Storage DRS からバッ クア ッ プ ・ プロキシを除外し ます。
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前提条件
プ ラグイ ンのイ ンス ト ールを開始する前に、 以下の必要条件が満た されている こ と を確認し て く だ さい。

• NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ール ： Plug-in for VMware を イ ンス ト ールする物理マシンまた

は仮想マシン上に、 NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールし ます。 LAN を使用し

ないバッ クア ッ プの場合、 NetVault Backup SmartClient ラ イセンスを入手する必要があ り ます。 NetVault 
Backup ク ラ イアン ト のイ ンス ト ールについての詳細は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト ール ・ ガイ

ド』 を参照し て く だ さい。

• Linux ベースのク ラ イアン ト への適切なラ イブ ラ リのイ ンス ト ール ： Linux ベースのク ラ イアン ト の場

合、 Plug-in for VMware と VDDK （Virtual Disk Development Kit） に以下のラ イブ ラ リ を必要と し ます。

▪ Plug-in for VMware 要件 ： Linux ベースのシステムでは、 Plug-in for VMware は以下のラ イブ ラ リ

を必要と し ます。

▫ libssl.so
▫ libcrypto.so

▪ VDDK 要件 ： Linux ベースのシステムでは、 VDDK は以下のラ イブ ラ リ を必要と し ます。

▫ libexpat.so.1.5.2 ： 高度な転送モー ド を使用するには、 ク ラ イアン ト に XML ラ イブ ラ リ

libexpat 1.95.8 を イ ンス ト ールし ます。 このラ イブラ リの適切なバージ ョ ンがないと、 高

度な転送モー ド を使用するジ ョ ブが失敗する こ とがあ り ます。

イ ンス ト ール時、 ク ラ イアン ト 上にラ イブ ラ リへのシンボ リ ッ ク ・ リ ン クが存在し ない場
合、 プ ラグイ ンによ ってこのリ ン ク （libexpat.so.0） が自動的に作成されます。 プラグイ

ンでは、 このラ イブ ラ リが通常イ ンス ト ールされる /lib64 および /usr/lib64 デ ィ レ

ク ト リのみをチ ェ ッ ク し ます。 ラ イブ ラ リ を異なるデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールし た場合
は、 このリ ン ク を手動で作成する必要があ り ます。

シンボリ ッ ク ・ リ ン ク を作成するには、 以下のコマン ド を入力し ます。

ln -s libexpat.so.1.5.2 < ラ イブラ リへのフル ・ フ ァ イル ・ パス >

た と えば、 libexpat.so.1.5.2 が /lib64 デ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールされている場合は、 以

下のよ う に入力し ます。

ln -s libexpat.so.1.5.2 /lib64/libexpat.so.0
高度な転送モー ドの使用時に何らかの問題が発生し た場合は、 正しいバージ ョ ンの
libexpat パッ ケージがイ ンス ト ールされている こ と を確認し て く ださい。 必要に応じ て、

手動でシンボリ ッ ク ・ リ ン ク を作成し ます。 バイナ リ互換性がある場合は、 上位バージ ョ
ンのラ イブ ラ リ を使用する こ と もできます。

▫ C++ ラ イブラ リ ・ パッ ケージ ： Linux ク ラ イアン ト 上で C++ ラ イブラ リが使用できる こ と

を確認し ます。 一部の古い Linux デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンでは、 ベース ・ イ ンス ト ールに

このパッ ケージが含まれていないこ とがあ り ます。 そのよ う なシステムでは、 デ ィ ス ト リ
ビ ューシ ョ ン ISO から C++ ラ イブ ラ リ ・ パッ ケージを イ ンス ト ールし ます。

▫ 追加ラ イブ ラ リ要件 ： VDDK には以下のラ イブラ リ も必要です。

- libgmodule-2.0.so
- libxml2.so
- libgcc_s.so

メ モ ： 仮想マシンのフ ァ イルレベル ・ バッ クア ッ プを実行するには、 本プ ラグイ ンを Windows
ベースのク ラ イアン ト 上にイ ンス ト ールする必要があ り ます。 Linux OS 用プラグイ ンは、 この機能

をサポー ト し ていません。
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• NetVault Backup ク ラ イアン ト の追加 ： NetVault Backup サーバーに専用ク ラ イアン ト を追加し ます。 ク

ラ イアン ト の追加についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参

照し て く だ さい。

プラグイ ンのイ ンス ト ール
設定ウ ィ ザー ド を使用すれば、 複数のマシンにプ ラグイ ンを同時にイ ンス ト ールできます。 代わり に ［ク ラ イア
ン ト 管理］ ページから単一のク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールする こ と もできます。

以下のセクシ ョ ンでは、 プ ラグイ ンのイ ンス ト ールに使用できる各種手順について説明し ます。

• プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール （Windows のみ）

• 設定ウ ィ ザー ド によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• ［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式によるプ ラグイ ンの
イ ンス ト ール （Windows のみ）
Windows ベースのマシンでは、 プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール方式を使用し て、 プ ラグイ ンを複数のク ラ イアン ト に

同時にイ ンス ト ールできます。 NetVault Backup WebUI から プ ッ シュ ・ イ ンス ト ールを実行できます。

プ ッ シュ ・ イ ンス ト ール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 共有場所へのパッ ケージのコ ピー ： プ ラグイ ン ・ パッ ケージを共有場所にコ ピーし ます。 現在、 CIFS 共

有のみがパッ ケージ ・ ス ト ア と し てサポー ト されています。 NetVault Backup サーバーと、 パッ ケージを

イ ンス ト ールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパスである必要があ り ます。

必ず、 イ ンス ト ール ・ パッ ケージの元の名前を使用し ます。 名前変更されたパッ ケージをプ ッ シュ ・ イ
ンス ト ールに選択する こ とはできません。

• NetVault Backup でのパッ ケージ ・ ス ト アの設定 ： イ ンス ト ール ・ パッ ケージを コ ピーし たら、 NetVault 
Backup で共有場所の詳細を設定できます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーター

ズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Windows ベースのク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ソ フ ト ウ ェ アの選択 / ク ラ イアン ト の追加］ ページで ［リ モー ト ・ マシンに NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ

ンス ト ール］ を選択し ます。

3 ［パッ ケージ ・ ス ト ア］ リ ス ト で、 展開する イ ンス ト ール ・ パッ ケージが含まれている リポジ ト リ を選択
し ます。

4 プ ラグイ ン ・ パッ ケージを追加するには、 ［NetVault プ ラグイ ン パッ ケージの追加］ を ク リ ッ ク し てか

ら、 以下の手順を実行し ます。

a ［展開するパッ ケージの選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 使用する 「.npk」 バイナ リ ・ フ ァ イルに

対応するチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

b ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： この方法を使用するには、 NetVault Backup サーバーが Windows ベースのマシンで実行されている

必要があり ます。 サーバーのバージ ョ ンは、 11.4.5 以降である必要があり ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for VMware 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンのイ ンス ト ール
13



5 ［NetVault ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールするマシン］ ページで、 ［マシンを選択］ を ク リ ッ ク し、 ［使用可

能なマシンから］ を選択し ます。

6 ［NetVault マシンの詳細］ タ ブで、 追加する ク ラ イアン ト を選択し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 マシンを追加するには、 ステ ッ プ 5 ～ステ ッ プ 6 を繰り返し ます。

8 タ スク を実行するには、 ［ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール / ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し ます。

［展開タ スク ・ ステータ ス］ ページから タ スクの進行状況やステータ スを監視できます。 詳し く は、
『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

設定ウ ィ ザー ド によるプ ラグイ ンのイ ンス ト ール
Linux ベースのマシンでは、 設定ウ ィ ザー ド を使って、 複数のク ラ イアン ト に同時にプラグイ ンを イ ンス ト ール

する こ とができます。 NetVault Backup 10.x では、 Windows ベースのマシンでも この方法を使用できます。

Linux ベースおよび UNIX ベースのク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表で、 プラグイ ンを イ ンス ト ールする ク ラ イアン ト を選択し ます。

3 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

4 vmw-w.x.y.z-< プ ラ ッ ト フ ォーム >.npk とい う名前のフ ァ イル （w.x はバージ ョ ン番号、 y はパッ チ ・ レ

ベル、 z はビルド番号を表す） を選択し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

［ク ラ イアン ト 管理］ ページからのプ ラグイ ンのイ
ンス ト ール
［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 単一のク ラ イアン ト にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ の表から ク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［イ ンス ト ール済みプ ラグイ ン］ の表の右下隅にある、 ［プ ラグイ ンのイ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク

リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プラグインの .npk インス ト ール ・ フ ァ イルの場所 （イ

ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロード したデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ます。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

5 vmw-w.x.y.z-< プ ラ ッ ト フ ォーム >.npk とい う名前のフ ァ イル （w.x はバージ ョ ン番号、 y はパッ チ ・ レ

ベル、 z はビルド番号を表す） を選択し、 ［プラグイ ンのイ ンス ト ール］ を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

メ モ ： この手順を使用する場合、 プ ラグイ ンのバイナ リ ・ フ ァ イルがク ラ イアン ト の OS やプラ ッ ト

フ ォームと互換性がある こ と を確認し ます。
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プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup ク ラ イアン ト ］ リ ス ト でク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［イ ンス ト ール済みプ ラグイ ン］ の表から ［VMware プラグイ ン］ を選択し、 ［プラグイ ンのアン イ ンス

ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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3

プ ラグイ ンの設定

• サーバーの追加

• サーバーの再設定

• サーバーの削除

• サポー ト されている転送モー ド

• デフ ォル ト 設定の構成

• 負荷を分散するため分散ジ ョ ブ機能を有効にする

• 仮想マシンの CBT の有効化または無効化

• 仮想マシンの静止の有効化または無効化

• 仮想マシンのアンロ ッ ク

サーバーの追加
バッ クア ッ プおよびリ ス ト アのために本プ ラグイ ンを使用する前に、 本プ ラグイ ンに利用可能な VMware ESXi
および VMware vCenter Server を追加する必要があ り ます。 その後で、 サーバーへログイ ンするためのユー

ザー ・ アカウン ト を設定する必要があり ます。

• ス タ ン ド アローン ESXi Server 設定 ： 1 台または複数の ESXi Server で構成される VMware 環境で、 プ

ラグイ ンに個別ホス ト を追加し、 各サーバーにユーザー ・ アカウン ト を設定し ます。

• ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ ： vCenter Server の管理下にある ク ラス タ設定で、 プ ラグイ ンに vCenter Server
を追加し、 このサーバーのユーザー ・ アカウン ト を設定し ます。

サーバーを追加するには、 次の手順を実行し ます。

1 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 以下のいずれかの作業を行います。

▪ ［バッ クア ッ プ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

▪ ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ 
ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開 く には、 ［選択］ リ ス ト の隣にある ［新規作成］ ボタ ンを

ク リ ッ ク し ます。

3 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開きます。

4 ［VMware プラグイ ン］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［サーバーの追加］ を選択し ます。

メ モ ： Plug-in for VMware は、 vCenter Server の管理下にあるロ ッ クダウン･モー ド で稼働する ESXi ホス

ト をサポー ト し ます。
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5 以下の設定を行います。

6 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

本プ ラグイ ンが、 サーバーへのログイ ンを試行し ます。 ログイ ンに成功する と、 サーバーがバッ クア ッ
プ ・ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーに追加されます。

サーバーの再設定
1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーを開いて、 ［VMware プラグイ ン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［サーバーの編集］ を選択し

ます。

4 該当する項目を再設定し ます。

これらの設定についての詳細は、 「サーバーの追加」 を参照し て く だ さい。 ［サーバーの編集］ ダイアロ
グ ・ ボ ッ クスで、 サーバー名は読み込み専用の設定で表示されます。

5 新しい設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

表1. サーバーの追加

オプション 説明

サーバー名 スタンドアローン・サーバー設定では、ESXi Serverの名前を入力します。

クラスタ設定では、vCenter Serverの名前を入力します。

サーバー名は一意である必要があります。名前を指定しない場合、本プラ
グインは自動的にサーバー・アドレスをサーバー名として使用します。ク
ラスタ構成の場合、Questではクラスタの名前にはクラスタが存在するマ

シンに関連する名前ではなく、一般的な名前を付けることを強く推奨して
います。一般的な名前を付けることで、影響を受ける全クライアントに対
するポリシーの管理と移植性が向上します。

サーバー名は一度設定すると、その後は変更できません。

メモ： ESXi ServerまたはvCenter Serverを別のクライアントにインストー

ルされたプラグインに追加する場合は、すべてのクライアント上で同じ
サーバー名を指定します。異なるサーバー名を指定すると、仮想マシン・
バックアップを1つのサーバーから同じサーバーに異なる名前でリストア

する際に、プラグインでエラー「サーバーが見つかりません」と報告され
ます。この問題は、リストア・パスが異なるために発生します。

サーバー・アドレス スタンドアローン・サーバー設定では、ESXi ServerのFQDN（完全修飾ド

メイン名）を入力します。

クラスタ設定では、vCenter ServerのFQDNを入力します。

サーバーのIPアドレスを指定することもできますが、FQDNでの指定をお

勧めします。

ポート番号 カスタム・ポート番号を使用する場合は、ここに入力します。カスタム・
ポートを使用しない場合は、デフォルトのポート443が使用されます。

ユーザー 設定したサーバーへのログインに使用するユーザー・アカウントを指定し
ます。ユーザー・アカウントには仮想マシンを登録または作成する権限が
必要です。

パスワード ユーザー・アカウントのパスワードを指定します。

メ モ ： vCenter Server で、 vSphere Client からの接続のリ ッ スン用にデフ ォル ト 以外のポー ト が設定され

ている場合、 本プ ラグイ ンはサーバーと通信できません。
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サーバーの削除
1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク

リ ッ ク し ます。

2 NetVault Backup サーバーを開いて、 ［VMware プラグイ ン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［サーバーを削除］ を選択し

ます。

4 確認ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

サポー ト されている転送モー ド
Plug-in for VMware では、 仮想マシン ・ デ ィ スクにアクセスする方法と し て以下をサポー ト し ています。

• SAN モー ド

• HotAdd モー ド

• LAN モー ド

SANモード

SAN 転送モー ド を使用するには、 物理マシン上にプラグイ ンがイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

SAN 転送モー ド では、 フ ァ イバ ・ チャネル SAN、 iSCSI SAN、 またはシ リ アル接続 SCSI （SAS） ス ト レージ ・

デバイスに格納された仮想マシン ・ デ ィ スクがサポー ト されます。 このモー ド を使用する と、 バッ クア ッ プを物
理 NetVault Backup ク ラ イアン ト に肩代わり させる こ とができます。

SANモードの要件

• SAN ス ト レージの場合、 NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 仮想ド ラ イブのある VMFS ボリ ューム

（データ ス ト ア） または仮想互換 RDM （Raw Device Mapping） デ ィ スク を含む LUN に対する読み取り /
書き込みアクセス権を必要と し ます。 NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 ESXi Server が属し ている もの

と同じ フ ァ ブ リ ッ ク ・ ゾーンに追加する必要があ り ます。 さ らに、 ホス ト ・ モー ド （接続タ イプ） の設
定は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト と ESXi Server 上で一致し ている必要があり ます。 た と えば、 ご使

用の IBM アレ イのホス ト ・ モー ド設定が LNXCL の場合、 NetVault Backup ク ラ イアン ト も同じ設定を使

用する必要があり ます。

• iSCSI 経由で VMFS データ ス ト アにアクセスする場合は、 ESXi ホス ト で有効化されている iSCSI イニシ

エータ を使用し ます。 iSCSI イニシエータ を使用する と、 ホス ト は、 専用のハー ド ウ ェ アまたは標準の

ネ ッ ト ワーク ・ アダプ タ を介し て iSCSI ス ト レージ ・ デバイスに接続できます。 お使いのシステムの設

定方法についての詳細は、 VMware iSCSI 設定ド キュ メ ン ト およびベンダー固有のド キュ メ ン ト を参照し

て く だ さい。

HotAddモード

HotAdd 転送モー ド を使用するには、 仮想マシン上にプ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

HotAdd の方法では、 ターゲッ ト 仮想マシンのリ ン ク されたク ローンを作成し、 仮想ド ラ イブをバッ クア ッ プ ・

プロキシに接続し ます。 これによ り、 デ ィ スク をローカルで読み取る こ とができます。 ただ し、 これらの操作に

メ モ ： SAN 転送モー ドは、 リ ス ト ア時に、 シ ッ ク ・ デ ィ スク上で 高のパフ ォーマンスを実現し ます。 シ

ン ・ デ ィ スク上では、 SAN モー ド よ り も、 NBD や NBDSSL 転送モー ドのほうが高速です。

SAN経由のリストア時には、仮想マシンでCBTを無効にします。
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よ り ESXi ホス ト にある程度のオーバーヘ ッ ドが発生するため、 HotAdd モー ドは、 SAN モー ドほど効率的では

あり ません。

HotAdd モー ドは、 すべてのタ イプのス ト レージ ・ デバイスをサポー ト し ています。 このモー ド では、 SAN LUN
を NetVault Backup ク ラ イアン ト に公開する必要はあ り ません。

HotAddモードの要件

• SCSI HotAdd モー ド を使用するには、 バッ クア ッ プ ・ プロキシ仮想マシンが、 ターゲッ ト 仮想マシン

（バッ クア ッ プ対象仮想マシン） と同じデータ セン ターに存在し ている必要があ り ます。

• バッ クア ッ プ ・ プロキシを提供する ESXi Server は、 バッ クア ッ プ ・ プロキシ と ターゲッ ト 仮想マシンが

存在するデータ セン ターにアクセスできる必要があ り ます。

• 仮想マシンは SCSI コ ン ト ローラ を使用する必要があり ます。 HotAdd モー ドは IDE および SATA コ ン ト

ローラ をサポー ト し ていません。 HotAdd モー ド は LSI SCSI コ ン ト ローラのみをサポー ト し ています。

Paravirtual SCSI コ ン ト ローラはサポー ト し ていません。

LANモード

LAN モー ド を使用するには、 物理マシン上または仮想マシン上にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。

LAN モー ド では、 仮想ド ラ イブへのアクセスに NBD （Network Block Device ： ネ ッ ト ワーク ・ ブロ ッ ク ・ デバ

イス） または NBDSSL プロ ト コルを使用し ます。 ESXi Server ホス ト はス ト レージ ・ デバイスからデータ を読

み取り、 読み取ったデータ をネ ッ ト ワーク ・ チャ ンネル経由でプ ラグイ ンに送信し ます。 NBD 転送モー ドは暗

号化データの転送を行います。 このモー ドは、 ESXi Server および Plug-in for VMware がセキュアな分離ネ ッ ト

ワーク上にある場合に使用できます。 NBD では、 NBDSSL よ り高速なデータ転送が可能にな り、 ESXi Server
とバッ クア ッ プ ・ プロキシが必要とする リ ソースを低減する こ とができます。 NBDSSL 転送モー ドは SSL を使

用し て、 TCP 接続を介し て送信されるすべてのデータ を暗号化するため、 機密データの保護に使用できます。

LAN 転送モー ドは、 すべてのタ イプのス ト レージ ・ デバイスをサポー ト し ています。 ESXi Server がローカルの

ス ト レージ ・ デバイスまたは NAS を使用し て、 自身の仮想マシン ・ デ ィ スク を保存し ている場合は、 LAN 転送

モー ド を使用できます。

LANモードの要件

セキュアな通信チャネル （NBDSSL） を使用するため、 仮想化環境では SSL 証明書認証を有効にし ます。

デフ ォル ト 設定の構成
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ

ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開きます。

3 ［VMware プラグイ ン］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

メ モ ： デフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページから も設定できます。

1 ［ナビゲーション］パネルで、［設定変更］をクリックします。

2 プラグインがNetVault Backup Serverにインストールされている場合は、［サーバー設定］をクリッ

クします。

—または—
プラグインがNetVault Backupクライアントにインストールされている場合は、［クライアント設

定］をクリックし、クライアントの表からクライアントを選択して、［次へ］をクリックします。

3 ［プラグイン］で［プラグイン・オプション］をクリックします。
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4 ［Plug-in for VMware］ で、 以下の設定を行います。

オプション 説明

プライマリ転送モー
ド

仮想マシン・ディスクへのアクセスに使用する転送モードを選択します。サ
ポートされているモードは次のとおりです。

• SAN
• HotAdd
• NBDまたはNBDSSL

転送モードについての詳細は、「サポートされている転送モード」を参照してく
ださい。

適な転送モードを自動的に使用するには、［Auto］を選択します。プラグイン

を新規インストールすると、［Auto］転送モードがデフォルトで選択されます。

フォールバック転送
モード

［フォールバック転送モード］リストで、プライマリ転送モードが失敗した場合
に使用する転送モードを選択します。使用できるオプションは、［nbd］、

［nbdssl］、および［none］です。適切な選択肢がない場合は、［none］を選択し

ます。

プラグインを新規インストールすると、［フォールバック転送モード］にはデ
フォルトで［nbd］が選択されます。

アップグレード・インストールを実行すると、アップグレード前のモードが
［san］または［hotadd］に設定されていた場合、フォールバック転送モードが

［nbdssl］に設定されます。

デフォルト・インベ
ントリ・ビュー

 Plug-in for VMwareには、［NetVault Backupセレクション］ページでVMwareイ

ンベントリ・オブジェクトを参照するための、2種類のビュー・タイプが用意さ

れています。

• ［ホストおよびクラスタ］：［ホストおよびクラスタ］ビューは、
Plug-in for VMwareのデフォルトのインベントリ・ビューです。

この［ホストおよびクラスタ］ビューは、ホスト、クラスタ、およびそ
の子オブジェクトを階層表示します。vCenter Serverが管理するクラスタ

設定では、クラスタ・ノード下に仮想マシンが表示されます。スタンド
アローンのESXi Server設定では、各ホストの下に仮想マシンが表示され

ます。

［Hosts and Clusters］ビューでは、vCenter Server上で作成されたフォル

ダは表示されません。

• [仮想マシンおよびテンプレート]：［仮想マシンおよびテンプレート］

ビューでは、インベントリ内のすべての仮想マシンおよびテンプレート
がフラットに表示されます（仮想マシンは、データセンターおよびフォ
ルダごとにグループ化されます）。

メモ： 2つのビュー間を切り替えるには、［NetVault Backupセレクション］ペー

ジでESXiまたはvCenter Serverを選択して、コンテキスト・メニューから［イ

ンベントリ・ビューの切り替え］を選択します。このオプションは、サーバー・
ノードがオープン状態の場合に限り利用可能です。

進捗統計情報の更新
間隔（秒）

この設定により、プラグインが［ジョブ監視］ページの進捗統計情報を更新す
る間隔が決定されます。このオプションのデフォルト値は10秒間に設定されて

います。進捗更新間隔のデフォルト値を変更するには、新しい値を入力または
選択します。この進捗間隔は秒単位で設定します。

メモ： ただし、更新頻度が高すぎると、プラグインのパフォーマンスにマイナ
スとなる影響を及ぼす場合がある点に注意してください。

読み取りブロック・
サイズ

この設定には、操作あたりの読み取り/書き込みの対象となるディスク・セク

タの数を指定します。デフォルト値は65536セクタ（1セクタ=512バイト、

65536セクタ=32 MiB）です。読み取り/書き込み操作のブロック・サイズに大

きな値を設定すると、バックアップのパフォーマンスを高めることができます。
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5 設定を保存するには、 ［OK］ または ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

仮想マシン・ロッキ
ングの有効化

バックアップ・ジョブまたはリストア･ジョブの実行中に仮想マシンを（例：
Storage vMotion）移行すると、ジョブが失敗することがあります。また、データ

ストア上に親のない仮想ドライブが作成されることもあります。

このオプションを使用すると、バックアップまたはリストア操作中の、Storage 
vMotionに対する仮想マシンのロックを有効にできます。ジョブ開始前に仮想マ

シンがロックされ、ジョブ完了後にロックが解除されます。

このチェック・ボックスはデフォルトで選択されています。

ロックを試みる このオプションは、Storage vMotionに対する仮想マシンのロックを試行する

大回数を指定します。

このオプションのデフォルト値は10です。

ロックせずに続行 デフォルトでは、Storage vMotionに対して仮想マシンをロックできない場合、

仮想マシンのバックアップは失敗します。

このチェック・ボックスを選択するとプラグインは、ロック取得の試行が失敗
した後も、仮想マシンをバックアップしようと試行を続けます。

作業ディレクトリ 作業ディレクトリは、以下の目的で使用します。

• ファイルレベル表示およびバックアップ操作中の仮想マシン・ボリュー
ムのマウント

• Plug-in for VMware 1.xで作成したレガシー・バックアップ・セーブセッ

トのリストア中に、一時的にデータを保管

作業ディレクトリのデフォルト・パスは、Windowsでは<NetVault Backup 
home>\tmp、Linuxでは<NetVault Backup home>/tmpです。作業ディレクトリを

変更するには、フル・パスを指定します。存在しないパスを指定すると、プラ
グインによってNetVault Backupマシン上にそのパスが自動的に作成されます。

ファイル・レベルの
インデックス作成

ファイル・レベルのインデックスを作成すると、イメージ・レベルでの仮想マ
シンのフル・バックアップ、増分バックアップ、および差分バックアップから、
個別のファイルやディレクトリをリストアすることができます。デフォルトで
ファイル・レベルのインデックス作成を使用する場合は、このオプションを選
択します。このオプションは、デフォルトでは選択されていません。

ファイルレベル・インデックス作成機能は、以下のシステムを使用するボ
リュームに対して利用可能です。

• Windows：NTFS
• LinuxおよびUNIX：EXT2、EXT3、EXT4、XFS v2、XFS v3

本プラグインは、Linuxベース・システム上のLVM（Logical Volume Manager）お

よびWindowsベース・システム上のLDM（Logical Disk Manager）が管理するボ

リュームを、シングルまたは複数システムにまたがったディスクとしてサポー
トしますが、

メモ： 本プラグインの現在のバージョンでは、Windows Server 2012 ReFS
（Resilient File System）およびストライプ・ディスクはサポートされていません。

ファイルレベル・インデックス作成は、バックアップ・サイズに影響を与える
ことはありませんが、ただし、バックアップのインデックス・サイズおよび
バックアップの合計時間が増えるため、デフォルトではこのオプションが無効
になっています。ファイルレベル・インデックス作成実行にかかる時間は、
ファイル数、ボリューム上のファイルの断片化率、ネットワーク・トラフィッ
ク、およびESXi ServerまたはvCenter Serverにかかる負荷などのさまざまな要

因により異なります。

オプション 説明
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負荷を分散するため分散ジ ョ ブ機能を有
効にする
Plug-in for VMware には、 イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プ と ジ ョ ブのリ ス ト アの負荷を分散する分散ジ ョ ブ機

能が備わっています。 この機能を使用する と、 バッ クア ッ プ ・ プロキシ と し て動作し ている複数の NetVault 
Backup ク ラ イアン ト でジ ョ ブを実行する こ とができます。 Plug-in for VMware のバッ クア ッ プ と リ ス ト ア ・

ジ ョ ブはすべて分散の対象にな り ますが、 特定のジ ョ ブに対し て機能を無効にする こ とができます。 

この機能を使用し た と きのプ ラグイ ンの動作について以下にい く つか示し ます。

• NetVault Backup サービスの停止など、 何らかの理由で VMware プロキシが使用できない場合、 NetVault 
Backup では Plug-in for VMware ジ ョ ブを実行できる別の VMware プロキシを検索し ます。

• VMware プロキシが過負荷になる と、 次のジ ョ ブは負荷が小さ く ジ ョ ブを実行できるシステムリ ソースが

よ り多い別の VMware プロキシに転送されます。

• すべてのプロキシの負荷が均等になる と、 次のジ ョ ブは同じ VMware プロキシで実行されます。

• Windows の VMware プロキシのジ ョ ブは別の Windows VMware プロキシに転送されます。 Linux の

VMware プロキシのジ ョ ブは別の Linux VMware プロキシに転送されます。

• フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プを フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プの分散に制限する機能は、
Windows 上でのみサポー ト されています。 分散する場合は仮想マシンをマウン ト する必要があ り ますが、

これは Windows 固有のプロセスです。

分散ジ ョ ブ機能を使用するには、 NetVault Backup サーバーと ク ラ イアン ト で NetVault Backup 12.0 以降を使用

し、 Plug-in for VMware のバージ ョ ンを 12.0 以降にし てお く 必要があ り ます。

NetVault Backup サーバーで分散ジ ョ ブ機能を有効にする

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し てから、 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［他の VMware バッ クア ッ プ ・ プロキシで VMware プ

ラグイ ン ・ ジ ョ ブの分散を許可する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

このオプシ ョ ンはデフ ォル ト では無効になっています。

4 デフ ォル ト のし きい値 2 を変更する場合は、 ［VMware バッ クア ッ プ ・ プロキシのジ ョ ブ し きい値］ 設定

に適切な数字を入力し ます。

この値は、 次のジ ョ ブが同じ プロキシまたは別のプロキシに配分されるまでに、 同じ VMware プロキシ

で実行できるジ ョ ブ数を示し ます。 負荷分散に応じ て異な り ます。 値は、 大 100 まで入力できます。

メ モ ： NetVault Backup Plug-in for VMware リ リース 12.0 の VMware プロキシのジ ョ ブは、 vCenter ク レ

デンシャルがない場合、 NetVault Backup Plug-in for VMware 12.1 以降から VMware プロキシに配布され

ません。 同様に、 Plug-in for VMware 12.0 の VMware プロキシのジ ョ ブは、 サーバーが NetVault Backup 
12.1 以降を実行し ている場合、 vCenter のク レデンシャルに関係な く 、 Plug-in for VMware 12.0 から他の

VMware プロキシに配布されません。 
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仮想マシンの CBT の有効化または無効化
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• CBT について

• 個別の仮想マシンの CBT の有効化

• 仮想マシンの CBT の無効化

• 仮想マシンの CBT の手動による無効化

CBT について
VMware Changed Block Tracking （CBT） 機能によ り、 仮想マシンは更新されたデ ィ スク ・ セク タ を追跡する こ

とができます。 仮想マシンで CBT を有効にする と、 バッ クア ッ プ用のスナ ッ プシ ョ ッ ト が生成された と きに、

各デ ィ スクに 「更新 ID」 が割り当てられます。 この 「更新 ID」 によ り、 特定時点での仮想ド ラ イブの状態を識

別する こ とができます。 後続のスナ ッ プシ ョ ッ ト では、 後のスナ ッ プシ ョ ッ ト 以降に更新されたブロ ッ クのみ
がキャ プチャ されます。

CBT には次のよ う な利点があ り ます。

• 仮想マシンについて、 増分および差分イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プが可能。

• 仮想ド ラ イブの使用されたセク タのみがバッ クア ッ プ されるため、 通常はフル ・ イ メ ージ ・ バッ クア ッ
プのバッ クア ッ プ ・ サイズが小さ く な り ます。

CBT は、 仮想ハー ド ウ ェ ア 7 以降を使用する仮想マシンでのみサポー ト されています。 物理互換 RDM 仮想ド ラ

イブ、 仮想互換 RDM （独立ド ラ イブ）、 または共有の仮想 SCSI バスに接続されている仮想ド ラ イブを使用する

仮想マシンでは、 CBT はサポー ト されていません。

個別の仮想マシンの CBT の有効化
デフ ォル ト で、 仮想マシンの CBT （Changed Block Tracking） は無効になっています。 仮想マシンの増分または

差分バッ クア ッ プを実行する場合、 後続の増分および差分バッ クア ッ プの基と なるバッ クア ッ プ と し て使用でき
るよ う に、 フル ・ バッ クア ッ プについて CBT を有効にし てお く 必要があり ます。

Plug-in for VMware では以下の方法を使用し て、 仮想マシンの CBT を有効にする こ とができます。

• 特定の仮想マシンの CBT を有効化 ： 仮想マシンで CBT を有効にするには、 ［CBT （Change Block 
Tracking） の有効化］ の方法を使用し ます。 NetVault Backup ［セレ クシ ョ ン］ ページにあるプ ラ イグ

イ ンのコ ンテキス ・ メ ニューで設定できます。 このセクシ ョ ンは、 個別の仮想マシン上で CBT を有効に

する手順を説明し ています。

• バッ クア ッ プに含まれるすべての仮想マシンの CBT を有効化 ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに含まれているす

べての仮想マシンで追跡を自動的に有効にするには、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの ［VM に対し て CBT
（Changed Block Tracking） を有効化］ を設定し ます。 詳細は、 「VM の CBT （Changed Block 
Tracking） を有効にする」 を参照し て く だ さい。

仮想マシンの CBT を有効にするには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラ

ス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。
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4 仮想マシンを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［CBT （Change Block Tracking） の有効化］

を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 CBT が無効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定される と、 メ ッ セージが表示されます。 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

重要

• CBT （Changed Block Tracking） を有効にし て仮想マシンの 初のフル ・ バッ クア ッ プを作成するには、

CBT を有効にするためにターゲッ ト 仮想マシンを電源オフ状態にする必要があ り ます。 詳細は、

http://kb.vmware.com/kb/1031873 を参照し て く ださい。

バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブでデータの転送が開始されたら、 仮想マシンを再起動する こ とができます。 後続
のフル、 増分、 または差分バッ クア ッ プの実行中は、 仮想マシンの電源はオンにし たままでかまいませ
ん。

• 仮想マシンで CBT の実行時には、 ターゲッ ト 仮想マシン上にスナ ッ プシ ョ ッ ト はひとつも含まれないよ

う注意する必要があり ます。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照し て く だ さい。

• CBT （Changed Block Tracking） の再設定は、 仮想マシンが Stun/Unstun サイ クルを経た後でのみ有効

にな り ます。 このサイ クルには、 電源投入、 中断後の再開、 移行、 またはスナ ッ プシ ョ ッ ト の作成、 削
除、 復元操作が含まれます。

• 仮想マシンに対し て CBT を有効にし た後は、 仮想マシンの後続のすべてのフル、 増分、 差分バッ クア ッ

プは、 仮想マシンについて CBT ベース ・ バッ クア ッ プ と し て実行されます。 ジ ョ ブご とに CBT を有効

にする必要はあり ません。

仮想マシンの CBT の無効化
仮想マシンで CBT を有効にし た後は、 仮想マシンの後続のすべてのフル、 増分、 差分バッ クア ッ プは、 仮想マ

シンについて CBT ベース ・ バッ クア ッ プ と し て実行されます。 CBT の使用を停止するには、 この機能を無効に

する必要があり ます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラ

ス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。

4 仮想マシンを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［CBT （Change Block Tracking） の無効化］

を選択し ます。

このオプシ ョ ンは、 CBT が有効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定される と、 メ ッ セージが表示されます。 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］

を ク リ ッ ク し ます。

仮想マシンの CBT の手動による無効化
仮想マシンの CBT を手動で無効にするには、 以下の手順に従います。

1 仮想マシンの電源をオフにし ます。

2 仮想マシンの設定フ ァ イル （.vmx） で、 以下のエン ト リ を編集し て 「False」 に設定し ます。

ctkEnabled = “False”
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3 各仮想ド ラ イブの .vmx フ ァ イルで、 以下のエン ト リ を編集し て 「False」 に設定し ます。

scsix:x.ctkEnabled = “False”
4 仮想マシンのスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成および削除し て、 Stun/Unstun サイ クルを完了させます。

仮想マシンの .ctk フ ァ イルは、 仮想マシンの電源をオンにする と自動的に削除されます。

仮想マシンの静止の有効化または無効化
このセクシ ョ ンには、 以下の ト ピ ッ クが含まれています。

• 仮想マシンの静止について

• 仮想マシンの静止の有効化

• 仮想マシンの静止の無効化

• 仮想マシンのバッ クア ッ プ環境設定の削除

仮想マシンの静止について
バッ クア ッ プ用に整合性のあるスナ ッ プシ ョ ッ ト を作成するために、 仮想マシンを静止させる こ とができます。
静止は、 VMware Tools に付属し ている VMware VSS コ ンポーネン ト を使用し て実行し ます。 VMware VSS コ ン

ポーネン ト は、 仮想マシンに VMware Tools を イ ンス ト ールする と自動的にイ ンス ト ールされます。

静止は Windows ベースの仮想マシンに対し てのみサポー ト されています。 仮想マシンの静止を有効または無効

にする こ とができます。

使用された静止方法に応じ て、 プ ラグイ ンによ って以下のタ イプのスナ ッ プシ ョ ッ ト が生成されます。

• ク ラ ッ シュ ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト ： ク ラ ッ シュ ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト は、
停電が起こ った後のよ う な状態のボリ ュームをキャ プチャ し ます。 そのよ う なスナ ッ プシ ョ ッ ト には、
不完全な I/O 操作やデータ損傷などの不具合が発生する場合があり ます。 このため、 リ ス ト ア中にデータ

が消失、 損傷する可能性があり、 さ らにアプ リ ケーシ ョ ンが正し く 動作し ない原因と な り ます。

• フ ァ イル ・ システム ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト ： フ ァ イルシステム ・ コ ンシステン ト ・ ス
ナ ッ プシ ョ ッ ト では、 すべてのフ ァ イル ・ システム I/O は一時的に凍結され、 スナ ッ プシ ョ ッ ト 取得の前

にダーテ ィ ・ メ モ リ ・ データはデ ィ スクにフ ラ ッ シュ されます。

フ ァ イルシステム ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成するには、 VMware VSS コ ンポーネン ト

を VMware Tools の一部と し て仮想マシンにイ ンス ト ールする必要があ り ます。

• VSS ベース ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト ： アプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ンシステ

ン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト では、 メ モ リ内のすべてのアプ リ ケーシ ョ ン ・ データがデ ィ スクに書き込まれ
ます。 アプ リ ケーシ ョ ン整合スナ ッ プシ ョ ッ ト によ り、 イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後、
SQL Server、 Exchange、 および SharePoint などの VSS 対応アプ リ ケーシ ョ ンに対し て実行する必要の

あるアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラ ッ シュ ・ リ カバリの処理量が削減されます。

アプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成するには、 以下の必要条件を満た し てい
る必要があり ます。

メ モ ： Linux ベースの仮想マシンでは、 このプラグイ ンでは常にク ラ ッ シュ ・ コ ンシステン ト ・ ス

ナ ッ プシ ョ ッ ト が生成されます。 Linux ベースのシステムに VMware SYNC ド ラ イバを イ ンス ト ー

ルし て、 フ ァ イルシステム I/O の凍結と凍結解除、 整合性のあるスナ ッ プシ ョ ッ ト の取得を実現し、

リ ス ト ア後のデータ消失やデータ破損のリ スク を軽減できます。 ただ し、 SYNC ド ラ イバを使用し

た静止スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成するには、 ゲス ト OS 内で待機中の I/O がすべて処理されるまで待

つ必要があり ます。 この待ち時間は、 時間に厳しいアプ リ ケーシ ョ ンに悪影響を及ぼす可能性があ
り ます。
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▪ VMware VSS コ ンポーネン ト を VMware Tools の一部と し て仮想マシンにイ ンス ト ールする必要

があり ます。

▪ 仮想マシンで使用できるのは SCSI デ ィ スクのみです。 アプ リ ケーシ ョ ン ・ コ ンシステン ト ・ ス

ナ ッ プシ ョ ッ ト は、 IDE デ ィ スクやダイナ ミ ッ ク ・ デ ィ スク を使用する仮想マシンでサポー ト さ

れていません。

▪ 仮想マシンには、 デ ィ スクの数に対し て十分な SCSI スロ ッ ト の空き容量が必要です。

仮想マシンの静止の有効化
静止は Windows ベースの仮想マシンに対し てのみサポー ト されています。 バッ クア ッ プ環境を設定し て、 すべ

ての仮想マシンまたは特定の仮想マシンで静止を有効にする こ とができます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server の管理下にあるすべての仮想マシンで静止を有効にするには、 サーバーを選

択し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［バッ クア ッ プ環境の設定］ を選択し ます。

特定の仮想マシンで静止を有効にするには、 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ン

テナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開い

て、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。 仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから
［バッ クア ッ プ環境の設定］ を選択し ます。

4 ［バッ クア ッ プ環境設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する仮想マシンの静止］
オプシ ョ ンを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスはデフ ォル ト では選択解除されています。 スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成前に仮想マ
シンを静止するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 個別の仮想マシン ・ レベルで行った設定
は、 サーバー ・ レベルの設定よ り も優先されます。

5 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

仮想マシンの静止の無効化
プロセ ッサや IO の負荷が高い仮想マシンでは、 静止操作がタ イムアウ ト し て、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗す

る可能性があり ます。 そのよ う な場合には、 すべての仮想マシンまたは特定の仮想マシンで静止を無効にする こ
とができます。 静止を無効にする と、 プ ラグイ ンはク ラ ッ シュ ・ コ ンシステン ト ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト を使用し て
バッ クア ッ プを実行し ます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi または vCenter Server の管理下にあるすべての仮想マシンで静止を無効にするには、 サーバーを ク

リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［バッ クア ッ プ環境の設定］ を選択し ます。

特定の仮想マシンで静止を無効にするには、 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ン

テナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開い

て、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。 仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから
［バッ クア ッ プ環境の設定］ を選択し ます。

4 ［バッ クア ッ プ環境設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成する仮想マシンの静止］
オプシ ョ ンの選択を解除し ます。
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このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの選択を解除する と、 仮想マシンを静止する こ と な く スナ ッ プシ ョ ッ ト が作成
されます。 個別の仮想マシン ・ レベルで行った設定は、 サーバー ・ レベルの設定よ り も優先されます。

5 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

仮想マシンのバッ クア ッ プ環境設定の削除
仮想マシンのバッ クア ッ プ環境設定を削除する こ と で、 プ ラグイ ンで自動的に、 サーバーの環境設定が個別の仮
想マシンに適用されるよ う にする こ とができます。 サーバー ・ レベルで静止を有効または無効にし た場合、 設定
が削除された仮想マシンに対し てもその設定が適用されます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラ

ス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。

4 仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［バッ クア ッ プ環境設定の削除］ を選択し ま
す。

仮想マシンのアンロ ッ ク
次の手順を使用し て、 WebUI から仮想マシンをアンロ ッ クする こ とができます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラ

ス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。

4 該当する仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［仮想マシンのアンロ ッ ク］ を選択
し ます。
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4

バッ クア ッ プ戦略の策定

• バッ クア ッ プ方式と タ イプについて

• さ まざまなデ ィ スク ・ タ イプのバッ クア ッ プ ・ データおよびリ ス ト ア ・ データ

• バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略

バッ クア ッ プ方式と タ イプについて
Plug-in for VMware は、 イ メ ージ ・ レベルおよびフ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プ方式をサポー ト し ます。

• イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プ

• フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プ

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プ
イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プは VMware スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ テ ク ノ ロジを使って、 仮想マシンの特定時点

のイ メ ージを提供し ます。 これらのバッ クア ッ プを使って、 次のタ イプのリ カバリ を実行する こ とができます。

• 仮想マシン全体を以前の既知の状態にリ カバリ し ます。

• 仮想マシンの 1 つまたは複数の仮想ド ラ イブを リ ス ト ア し ます。

• 個別のフ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ を指定し た場所に リ ス ト ア し ます。

• 仮想マシン ・ デ ィ スク と設定フ ァ イルを、 指定し た場所に リ ス ト ア し ます。

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プは、 Linux と Windows ベースの仮想マシンでサポー ト されます。 これらの

バッ クア ッ プは、 CBT の有無にかかわらず実行できます。

CBTを使用したイメージ・レベルのバックアップ

CBT を仮想マシンで有効にする と、 以下のバッ クア ッ プ ・ タ イプがサポー ト されます。

• フル ・ バッ クア ッ プ ： フル ・ バッ クア ッ プでは、 仮想ド ラ イブ上のすべての割り当て済みセク タ をバッ
クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ クア ッ プは完了までに時間がかかり、 よ り多 く のバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ ア
を消費し ます。 このバッ クア ッ プは、 将来の増分および差分イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プを実行する
際の基と な り ます。

• 差分バッ クア ッ プ ： 差分バッ クア ッ プ ・ タ イプは、 後に実行されたフル ・ バッ クア ッ プ以降に更新さ
れたデ ィ スク ・ セク タのみをバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プでは、 リ ス ト アするセーブセ ッ ト
が 2 つだけなので、 高速に リ ス ト アを実施する こ とができます。

• ［増分バッ クア ッ プ］ ： 増分バッ クア ッ プ ・ タ イプは、 後に実行されたフル、 差分、 または増分バッ ク
ア ッ プ以降に更新されたデ ィ スク ・ セク タのみをバッ クア ッ プ し ます。 増分バッ クア ッ プは 低限のス
ト レージ ・ スペース しか消費せず、 処理も高速です。 ただ し、 プ ラグイ ンがリ ス ト アする必要がある
セーブセ ッ ト 数によ っては、 データのリ カバリ に時間がかかる こ とがあ り ます。
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CBTを使用しないイメージ・レベルのバックアップ

CBT を使用し ない仮想マシンでは、 フル ・ イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのみがサポー ト されます。

フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プ
フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プは、 Windows ベースの仮想マシンでのみ利用できます。 フ ァ イルレベルの

バッ クア ッ プを使用する と、 1 つのフ ァ イルまたはフ ァ イルのセ ッ ト を リ ス ト アできます。 このバッ クア ッ プを

使用し て、 ユーザーの誤操作、 データ損傷、 あるいはフ ァ イルの誤削除によ って消失し たデータ を リ カバリ でき
ます。

フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プの場合、 Plug-in for VMware は NetVault Backup Plug-in for FileSystem （Plug-
in for FileSystem） を使用し ます。

ファイル・レベルのバックアップ・タイプ
Plug-in for VMware は、 以下のタ イプのフ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プをサポー ト し ています。

• フル ・ バッ クア ッ プ ： 選択されたフ ァ イルおよびフ ォルダをすべてバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ ク
ア ッ プは完了までに時間がかかり、 よ り多 く のバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アを消費し ます。 ただ し リ ス ト ア
は、 単一のセーブセ ッ ト しか必要ないため、 よ り高速に実行する こ とができます。 フル ・ バッ クア ッ プ
は、 後続の増分および差分バッ クア ッ プを実行する際の基と な り ます。

• 差分バッ クア ッ プ ： 前回のフル ・ バッ クア ッ プ以降に新たに作成されたフ ァ イルや、 変更のあったフ ァ
イルをバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プでは、 リ ス ト アするセーブセ ッ ト が 2 つだけなので、 高

速にリ ス ト アを実施する こ とができます。 ただ し、 これらのバッ クア ッ プはよ り多 く のス ト レージ ・ ス
ペースを消費し、 増分バッ クア ッ プよ り も時間がかかり ます。 差分バッ クア ッ プは、 同じ タ イプの前の
バッ クア ッ プでバッ クア ッ プ されたデータ を複製し ます。

• 増分バッ クア ッ プ ： 前回のフル ・ バッ クア ッ プまたは増分バッ クア ッ プ以降に新たに作成されたフ ァ イ
ルや、 変更のあったフ ァ イルをバッ クア ッ プ し ます。 増分バッ クア ッ プは 低限のス ト レージ ・ スペー
ス しか消費せず、 処理も高速です。 ただ し、 プ ラグイ ンがリ ス ト アする必要があるセーブセ ッ ト 数に
よ っては、 データのリ カバリ に時間がかかる こ とがあ り ます。

メ モ ： Windows バージ ョ ンの Plug-in for VMware に限り、 仮想マシンのフ ァ イルレベル ・ バッ クア ッ プを

サポー ト し ています。 
 
プ ラグイ ンがマウン ト できるのは、 バッ クア ッ プ ・ プロキシで使用し ている OS と同じバージ ョ ン、 また

はそれよ り古いバージ ョ ンを使用し ている仮想マシンのみにな り ます。 た と えば、 Windows Server 2012
のバッ クア ッ プ ・ プロキシに配置された Windows Server 2016 の仮想マシンはマウン ト できません。
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さ まざまなデ ィ スク ・ タ イプのバッ ク
ア ッ プ ・ データおよびリ ス ト ア ・ データ
Plug-in for VMware には、 以下の CBT 対応バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ データが含まれます。

表2. さまざまなディスク・タイプのバックアップ・データおよびリストア・データ

ディスク・タイプ
フル・イメージ
バックアップの
リストア

増分/
差分
イメージ・バック
アップ

リストア
フル・イメージ
バックアップの
リストア

増分のリストア/
差分
イメージ・バック
アップ

シン

（必要なスペースが
割り当てられ、必要
に応じてゼロ・アウ
トされます）

使用済みディスク・
セクタのみをバック
アップ。

更新されたディス
ク・セクタのみを
バックアップ。

使用済みセクタのみ
をリストア。

使用済みディスク・
セクタのみをリスト
ア。各セクタは1回

のみリストアされま
す。

Zeroedシック

（すべてのスペース
は作成時に割り当て
られ、未使用部分は
初回書き込み時にゼ
ロ・アウトされま
す）

使用済みディスク・
セクタのみをバック
アップ。

更新されたディス
ク・セクタのみを
バックアップ。

使用済みセクタのみ
をリストア。

使用済みディスク・
セクタのみをリスト
ア。各セクタは1回

のみリストアされま
す。

Eager Zeroedシック

（すべてのスペース
は作成時に割り当て
られ、ゼロ・アウト
されます）

すべてのディスク・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク・セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。各セクタは1
回のみリストアされ
ます。

仮想互換性RDM
（Raw Device 
Mapping）

すべてのディスク・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク・セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。各セクタは1
回のみリストアされ
ます。

ネットワーク・ファ
イル・システム
（NFS）

すべてのディスク・
セクタをバックアッ
プ。

更新されたディス
ク・セクタのみを
バックアップ。

ディスク全体をリス
トア。

ディスク全体をリス
トア。各セクタは1
回のみリストアされ
ます。

メ モ ： CBT を使用し ないイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プは、 デ ィ スクのプロビジ ョ ニング ・ タ イプに関

係な く 、 常にフル ・ デ ィ スク ・ サイズでバッ クア ッ プ し ます。 つま り、 20 GB のシン ・ プロビジ ョ ニング

されたデ ィ スクの使用領域が 2 GB のみであっても、 これをバッ ク ア ッ プ し た場合、 バッ クア ッ プ ・ サイ

ズは 20 GB と な り ます。

また、CBTに対応していないバックアップをリストアする場合、すべてのブロックがリストアされて割り

当てられます。このため、ディスクがCBTに対応していないバックアップからリストアされると、後続の

CBT対応フル・バックアップではディスク全体がバックアップされることに注意してください。
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RDM デ ィ スク
以下の表は、 プ ラグイ ンによる RDM （Raw Device Mapping） デ ィ スクの処理方法を表し ています。

バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略
適切なバッ クア ッ プ計画を策定し てお く こ と で、 障害が発生し た場合でも正常に リ カバリ し て、 すばや く 日常運
用を再開できるよ う にな り ます。 データのバッ クア ッ プを開始する前に、 メ デ ィ ア障害、 データ損傷、 ユー
ザー ・ エラー、 データ ・ セン ター全体の完全な消失など、 さ まざまな障害 / 事態を想定し た適切な計画を策定す

る必要があり ます。

バッ クア ッ プ計画には、 使用するバッ クア ッ プ手段、 バッ クア ッ プの実行時期と間隔、 バッ クア ッ プの保管方
法、 バッ クア ッ プの保持期間、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アの再利用方法を定義する必要があ り ます。

ガイ ド ラ イ ン と し て、 以下に、 バッ クア ッ プ ・ シーケンスの例をい く つか示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： バッ クア ッ プ ・ サイズが小さい、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウは重要ではない、
またはス ト レージ ・ メ デ ィ アの制約がない場合は、 フル ・ バッ クア ッ プのみを実行する こ とができます。
このよ う なシナリ オの場合、 フル ・ バッ クア ッ プのタ イ ミ ングを、 更新頻度に応じ て、 毎晩または N 時

間ご とに設定する こ とができます。

問題が発生し た場合、 プ ラグイ ンで実行する必要があるのは、 1 つのセーブセ ッ ト のリ ス ト アだけです。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： 短時間でバッ クア ッ プを行い、 ス ト レージ ・ メ デ ィ アの消費
を 低限に抑えるには、 フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを計画に含める こ とができます。 た と
えば、 データの更新頻度に応じ て、 毎週日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 毎日または N 時間ご と

に増分バッ クア ッ プを実行するよ う にスケジュールできます。

障害発生時には、 新のフル ・ バッ クア ッ プ と それ以降に実施された増分バッ クア ッ プから順番にデー
タ を リ ス ト アする必要があり ます。 複数の増分セーブセ ッ ト からデータ を リ ス ト アする必要がある場合
は、 リ ス ト アに時間がかかり ます。 た と えば土曜日に障害が発生し た場合は、 前の日曜日に行われたフ
ル ・ バッ クア ッ プ、 および月曜から金曜に実施された増分バッ クア ッ プからデータ を リ ス ト アする必要
があり ます。

表3. RDMディスクの検討事項

RDM互換モード VADPベースのバックアップとリストア

物理互換モード ディスクはバックアップされません。警告メッセージはNetVault Backupバイナ

リ・ログおよびジョブ・ログに出力されます。

仮想互換モード（独立ディ
スク）

ディスクはバックアップされません。警告メッセージはNetVault Backupバイナ

リ・ログおよびジョブ・ログに出力されます。

仮想互換モード ディスクはバックアップされますが、データはフラット・ファイルのみにリスト
アされます。タイプ変更に関する警告メッセージは、NetVault Backupバイナリ・

ログおよびジョブ・ログに出力されます。

オプションで、仮想互換モードで実行中のRDMディスクをリストア時にスキッ

プすることができます。

仮想互換モードでRDMディスクを除外するには：

1 vmware.cfgファイルをテキスト・エディタで開きます。

このファイルは、Windowsでは<NetVault Backup home>\config、Linuxでは

<NetVault Backup home>/configにあります。

2 以下のエントリを編集して、valueにfalseを設定します。

[Custom:RestoreRDMDisks]
Value=False

3 ファイルを保存します。
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• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ ： 短時間でバッ クア ッ プを行い、 メ デ ィ アの消費を減らすには、
フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プを計画に含める こ とができます。 た と えば、 データの更新頻度
に応じ て、 毎週日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 毎日または N 時間ご とに差分バッ クア ッ プを実

行するよ う にスケジュールできます。

障害発生時には、 新のフル ・ バッ クア ッ プ と 後の差分バッ クア ッ プからデータ を リ ス ト アする必要
があり ます。
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5

イ メ ージ ・ レベル ・ バッ クア ッ プ方式
の使用

• VM の包含および除外に使用するパターンの追加

• イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プの実行

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの再開

• 仮想マシンの CBT のリ セ ッ ト

• ジ ョ ブの進行状況の監視

VM の包含および除外に使用するパターン

の追加
バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーから VM を選択するだけでな く 、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに包含および除外

する仮想マシン名のパターンを作成し て保存する こ とができます。 サポー ト されるパターンには、 VM 名パター

ン と VMware タグが含まれます。

包含または除外する（または両方の）仮想マシン名のパターンを指定すると、プラグインは、そのパターンを
バックアップ・セレクション・セットとともに保存します。バックアップ・ジョブを送信すると、保存されてい
るパターンを使用してセットを選択できます。その後、指定されたパターンに一致するVMがバックアップ・リ
ストに追加されます。

パターンを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページのプラグイ ンのリ ス ト で、 ［VMware plugin］ を開きます。

［マイ仮想環境］ ノ ー ドの下に、 プ ラグイ ンによ って 2 つの追加ノ ー ド ［イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ と

［エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ が表示されます。 これらのノ ー ド には、 次の 3 つのオプシ ョ ンがあ り ま

す。 

▪ 開 く

▪ VM パターンを追加

▪ vSphere タグを追加

パターンを追加する と、 保存された各パターンの情報ノ ー ド が表示されます。

メ モ ： タグ名による VM の包含または除外のサポー ト は、 vSphere バージ ョ ン 6.5 から始まっています。

重要： プラグインは、選択した仮想マシンに包含および除外のパターンを適用します。バックアップ・
ジョブの実行中、プラグインは選択した仮想マシンにアクセスし、その選択した仮想マシンに包含パター
ンを適用し、次に選択した残りの仮想マシンに除外パターンを適用します。
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4 バッ クア ッ プに含めるパターンを追加するには、 ［イ ン クルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ を右ク リ ッ ク し て、 ［VM
パターンを追加］ または ［vSphere タグを追加］ を選択し ます。

5 以下のいずれかを実行し ます。 

▪ パターンの命名については、 ［パターンの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 プ ラグイ ンで検索する
パターンを入力し ます。

検索するパターンの一部として、アスタリスク（*）ワイルドカード文字を使用します。たとえ

ば、名前がSQLで始まるすべてのVMを検索するには、「SQL*」と入力します。包含および除外

の機能では、仮想マシン名パターンの先頭または末尾での空白の使用はサポートしていないこと
に注意してください。

▪ vSphere タグの場合は、 ［タグの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 包含または除外する vSphere タ

グと完全に一致する タグを入力し ます。

6 パターンを保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

7 包含の対象と し て追加するパターンご とにステ ッ プ 4- ステ ッ プ 6 を繰り返し ます。

8 バッ クア ッ プから除外するパターンを追加するには、 ［エクスクルージ ョ ン ・ リ ス ト ］ を右ク リ ッ ク し
て、 ［VM パターンを追加］ または ［vSphere タグを追加］ を選択し ます。

9 以下のいずれかを実行し ます。 

▪ パターンの命名については、 ［パターンの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 包含パターンに対し て
前述の同じ ガイ ド ラ イ ンを使用し てプ ラグイ ンで検索するパターンを入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク

し ます。

前の例を続けると、SQL Server VMの特定のバージョンを除いた、名前がSQLで始まるすべての

VMを検索するには、除外する仮想マシンの完全な名前（SQLQATest1など）を入力します。

▪ vSphere タグの場合は、 ［タグの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 除外する vSphere タグと完全に

一致する タグを入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

10 除外の対象と し て追加するパターンご とにステ ッ プ 8 と ステ ッ プ 9 を繰り返し ます。

11 ［マイ仮想環境］ ノ ー ド または ［マイ仮想環境］ ノ ー ドの下のノ ー ド を選択し、 該当する包含および除外
パターンを選択し ます。

12 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プの実行
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 設定ウ ィ ザー ド を開始し ま

す。

— または —

メ モ ： 包含パターンを指定し ないが除外パターンを指定し た場合、 プ ラグイ ンは、 仮想マシンの選
択リ ス ト に除外パターンを適用し ます。 
 
仮想マシンが包含パターン と除外パターンの両方を満た し ている場合、 そのマシンはバッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブから除外されます。 
 
包含または除外に複数のパターンを選択し た場合、 プ ラグイ ンは、 両方のパターンを満たすマシン
だけでな く 、 いずれかのパターンを満たす仮想マシンにコマン ド を適用し ます。
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［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
る こ とはできません。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以

内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセ ッ ト を作成し ます。

a ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開 く には、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

b プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware
プ ラグイ ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

使用するVMwareの設定とインベントリ・ビュー・タイプにより、利用可能なコンテナ・ノード

を開きます。

d 次にバッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

▫ ［コ ンテナ内のすべての仮想マシンをバッ クア ッ プ］ ： コ ンテナ ・ ノ ー ド を選択し ます。
データは Datacenter ノ ー ドから始まるすべてのレベルを選択する こ とができます。 た と え

ば、 ESXi Server でホス ト されているすべての仮想マシンをバッ クア ッ プするには、 ホス

ト ・ ノ ー ド を選択し、 ［仮想マシンおよびテンプレー ト ］ ビ ューで、 対応する フ ォルダ ・
ノ ー ド を選択し ます。

▫ ［個別の仮想マシンをバッ クア ッ プ］ ： 該当する コ ンテナ ・ ノ ー ド （Datacenter、 ク ラス タ、

およびリ ソース ・ プールなど） を開いて、 バッ クア ッ プする仮想マシンを選択し ます。 ［仮
想マシンおよびテンプレー ト ］ ビ ューで、 フ ォルダ ・ ノ ー ド を開いてバッ クア ッ プする仮
想マシンを選択し ます。

または、 コ ンテナ ・ ノ ー ド を選択し て、 次にバッ クア ッ プ し ない仮想マシンのチ ェ ッ ク ・
マーク を解除する こ と もできます。

▫ ［個別の仮想ド ラ イブをバッ クア ッ プ］ ： 仮想マシン ・ ノ ー ド を開いてバッ クア ッ プする
デ ィ スク を選択し ます。 仮想ド ラ イブの名前は 「Hard Disk 1」、 「Hard Disk 2」、 ... 「Hard 
Disk n」 のよ う にな り ます。 スナ ッ プシ ョ ッ ト を生成できるデ ィ スクのみが表示されます。

または、 コ ンテナ ・ ノ ー ド （例 ： Datacenter、 リ ソース ・ プール、 ESXi Server、 フ ォル

ダ） または個別の仮想マシンを選択し て、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト 内にデ ィ ス
ク ・ タ イプ （システムまたはデータ） を指定できます。 この設定についての詳細は、 「仮想
マシンのデ ィ スク選択オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

仮想マシンの設定フ ァ イル、 nvram、 およびログ ・ フ ァ イルは、 仮想マシン全体を選択し

た場合でも、 個別のデ ィ スク を選択し た場合でも、 常にバッ クア ッ プ されます。

e ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることは
できません。Linux OSの場合、名前は 大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はあり

ません。ただし、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

f ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。

メ モ ： 2 つのビ ュー （［ホス ト およびク ラス タ］ と ［仮想マシンおよびテンプレー ト ］） 間を

切り替えるには、 ESXi または vCenter Server を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューか

ら ［イ ンベン ト リ ・ ビ ューの切り替え］ を選択し ます。 このオプシ ョ ンは、 サーバー ・ ノ ー
ドがオープン状態の場合に限り利用可能です。
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a ［VMware プラグイ ン ・ バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ ページを開 く には、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク

し ます。

b ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ で以下のオプシ ョ ンのいずれか 1 つを選択し ます。

イメージ・レベルのバックアップ・タイプの詳細は、「イメージ・レベルのバックアップ」を参照
してください。

c VM デ ィ スク選択オプシ ョ ンで以下のオプシ ョ ンのいずれか 1 つを選択し ます。

ディスク選択オプションは、対応するノードを明示的に選択またはコンテナ・ノード （例：ESXi 
Server、リソース・プール、Datacenter、フォルダ）を暗黙的に選択することにより選択した、す

べての仮想マシンに適用されます。このオプションは、セレクション・ツリー内で明示的に選択
した1つまたは複数の仮想ドライブには適用されません。

d ［その他のオプシ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

重要： Windowsで、イメージ・レベルのバックアップのバックアップ・オプション・セットを作成

する際には、デフォルトのセット［デフォルトのバックアップ オプション — VMwareプラグイン — 
Windows］をテンプレートとして使用する必要があります。別のセットをテンプレートとして使用

すると、バックアップに失敗することがあります。

オプション 説明

フル 仮想ドライブ上のすべての割り当て済みセクタをバックアップするには、この
オプションを選択します。

増分 後に実行されたフル、差分、または増分バックアップ以降に更新されたディス
ク・セクタのみをバックアップする場合にこのオプションを選択します。

差分 後に実行されたフル・バックアップ以降に更新されたディスク・セクタのみ
をバックアップする場合にこのオプションを選択します。

重要： 後の増分バックアップよりも前の状態のスナップショットに復元した場合、増分バック
アップを実行する前に、仮想マシンのフル・バックアップを再度実行する必要があります。増分
バックアップを実行すると、ジョブでfilefaultエラーが報告され、失敗します。詳細は

http://kb.vmware.com/kb/1021607を参照してください。

表4. 仮想マシンのディスク選択オプション

オプション 説明

すべてのディスクの
バックアップ

選択した仮想マシンの利用可能なすべての仮想ドライブをバックアップする場
合、このオプションを使用します。

メモ： スナップショットを生成できるディスクのみがバックアップされます。

Exclude boot disk 選択した仮想マシンのデータ・ディスクのみをバックアップして、ブート・
ディスクを除外する場合、このオプションを使用します。

Exclude data disks 選択した仮想マシンのブート・ディスクのみをバックアップして、データ・
ディスクを除外する場合、このオプションを使用します。

メモ： ブート・ディスクを識別するために、プラグインはMBRディスク上のア

クティブなパーティションのみを考慮します。またプラグインは、ブート・
ディスクとしてのアクティブ・ブート・パーティション基準を満たす 初の
ディスクのみを考慮します。このプラグインは、複数のオペレーティング・シ
ステムを持つマシンには対応していません。
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オプション 説明

VMのCBT（Changed 
Block Tracking）を有

効にする

VMに対してCBT（Changed Block Tracking）を有効化仮想マシンの増分または差

分バックアップを実行する場合、後続の増分および差分バックアップの基とな
るバックアップとして使用できるように、フル・バックアップについてCBTを

有効にしておく必要があります。

バックアップ・ジョブに含まれているすべての仮想マシン上でCBTを有効にす

る場合、このチェック・ボックスを選択します（［CBT（Changed Block Tracking）

の有効化］を使用して、特定の仮想マシンでCBTを有効化することもできます。

詳しくは、個別の仮想マシンのCBTの有効化を参照してください）。

このチェック・ボックスを選択した時に、プラグインが仮想マシン上でこの設
定の変更に失敗した場合、警告メッセージがログに記録されます。

このチェック・ボックスを選択しない場合、バックアップ時に仮想マシンの
CBT設定は変更されません。CBTが有効になっているか、または無効になって

いるかに応じて、プラグインは適切なバックアップ方式（CBTベースのフル、

増分、差分、またはCBTに対応していないフル・バックアップ）を使用して仮

想マシンをバックアップします。

以下の点に注意します。

• CBT（Changed Block Tracking）を有効にして仮想マシンの 初のフル・

バックアップを作成するには、CBTを有効にするためにターゲット仮想

マシンを電源オフ状態にする必要があります。詳細は、
http://kb.vmware.com/kb/1031873を参照してください。

バックアップ・ジョブでデータの転送が開始されたら、仮想マシンを再
起動することができます。後続のフル、増分、または差分バックアップ
の実行中は、仮想マシンの電源はオンにしたままでかまいません。

• 仮想マシンでCBTの実行時には、ターゲット仮想マシン上にスナップ

ショットはひとつも含まれないよう注意する必要があります。詳しくは、
http://kb.vmware.com/kb/1033816を参照してください。

• 仮想マシンに対してCBTを有効にした後は、仮想マシンの後続のすべて

のフル、増分、差分バックアップは、仮想マシンについてCBTベース・

バックアップとして実行されます。各ジョブにこのオプションを選択す
る必要はありません。

CBTの使用を停止するには、この機能を無効にする必要があります。詳

細は、「仮想マシンのCBTの無効化」または「仮想マシンのCBTの手動

による無効化」を参照してください。
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ファイル・レベルの
インデックス作成

このオプションを選択すると、バックアップ・スナップショットに含まれるす
べての対応ボリュームにファイル・レベルのインデックスが生成されます。
ファイル・レベルのインデックスを作成すると、イメージ・レベルでの仮想マ
シンのフル・バックアップ、増分バックアップ、および差分バックアップから、
個別のファイルやディレクトリをリストアすることができます。ファイル・レ
ベルのインデックス作成がバックアップ・タイプにどのような影響を与えるか
については、「デフォルト設定の構成」を参照してください。

11.4.5より古いプラグイン・バージョンを使用して作成された既存のバックアッ
プ・セレクション・セットを選択すると、このオプションによりセットの作成
時に選択した設定が反映されます。11.4.5より前は、このオプションがデフォル
トで選択されていました。新しいデフォルト設定を使用する場合は（この選択
が無効になる）、［NetVault Backupセレクション］ウィンドウでプラグインを参

照する必要があります。

実行するには、以下の手順に従います。

1 ［バックアップ ジョブ作成］をクリックします。

2 ［選択］リストの隣にある、［新規作成］をクリックします。

3 プラグインがインストールされているNetVault Backupクライアントを開

きます。

4 ［VMwareプラグイン］をクリックして、コンテキスト・メニューから

［開く］を選択します。

このプロセスでは、設定がデフォルトの設定に自動的に更新され、この
選択が無効になります。

5 ［キャンセル］をクリックします。

Active Block Mapping
の有効化

ABM（Active Block Mapping）技術では、バックアップ時に未使用のブロックを削

除するフィルタが用意されています。未使用のブロックを削除するとバック
アップ・サイズおよびネットワーク経由で送信されるデータ量が削減されます。
ABMをCBTと併用することにより、増分および差分バックアップ時に、変更さ

れたアクティブなブロックのみをバックアップすることができます。

ABMは、標準ディスク上のNTFSファイル・システムおよびEXTファイル・シ

ステムでサポートされます。XFSでは、ABMはサポートされていません。

ABMは、デフォルトでは無効化されています。このチェック・ボックスを選択
するとABMが有効になります。これにより、本プラグインは仮想ドライブ上で

アクティブな対象セクションのみをバックアップします。ABMはディスクをス
キャンし、インアクティブなブロックを検出します。それらのブロックはバッ
クアップ中に省略されます。

メモ： ABMはまた削除済みデータを除外します。ABMを使ってバックアップさ
れた仮想マシンをリストアする場合、その仮想マシンの削除取り消し操作を実
行することはできません。Active Block Mappingを使用しない場合、CBTには削
除済みブロックが含まれます。

バックアップ・ジョブにサポートされていないディスク・タイプが含まれてい
る場合、このオプションはこれらのディスクでは無視されます。

以前のバックアップ
からスナップショッ
トを削除する 

バックアップ・ジョブを実行すると、選択したデータをバックアップするため
に、プラグインにより仮想マシンにスナップショット「BKB_SNAP」が作成され

ます。バックアップが正常に完了するか失敗するかにかかわらず、ジョブが完
了するとプラグインによりスナップショットが削除されます。ジョブが停止さ
れた場合、または親プロセスか子プロセスが何らかの理由で終了された場合に
も、プラグインによりスナップショットが削除されます。ただし、ジョブが異
常終了した場合は、クリーンアップ処理でスナップショットを削除できない場
合があります。このような場合に対応するために、プラグインではジョブの次
回実行時にスナップショットを削除するオプションが利用できます。

現在のジョブを実行するとき、［以前のバックアップからスナップショットを削除］
チェック・ボックスを選択して、既存のスナップショットを削除できます。スナッ
プショット「BKB_SNAP」のみが仮想マシンから削除されます。このオプションで

は、その仮想マシンに存在するその他のスナップショットは削除されません。

オプション 説明
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大パラレル・スト
リーム数

デフォルトで、プラグインは1つのバックアップ・ジョブに付き1つのデータ・

ストリームを生成し、連続して選択した仮想マシンをバックアップします。ス
ループットの向上およびイメージレベル・バックアップの全体的なバックアッ
プ時間を短縮するため、本プラグインを設定して複数の仮想マシンのパラレル・
バックアップを実行することができます。

この設定を使用して、1つのイメージレベル・バックアップ・ジョブについて生

成可能なパラレル・データ・ストリームの 大数を決定することができます。
たとえば、バックアップ・ジョブに10台の仮想マシンが含まれており、このパ

ラメータに「4」を設定すると、本プラグインは4台の仮想マシンを並行して

バックアップします。

1つのジョブに対する実際のパラレル・ストリーム数は以下の要因により異なり

ます。

• バックアップ・デバイス数またはバックアップ・ジョブに利用可能なス
トリーム数。たとえば、このパラメータを「4」に設定したが、2つの

テープ・ドライブのみが利用可能であるか、またはNetVault SmartDiskが

2つの同時ストリームのみをサポートする場合、本プラグインは2つの

仮想マシンのみ並行処理します。

• ジョブ内に含まれる仮想マシン数について。たとえば、このパラメータ
を「4」に設定し、バックアップに選択された仮想マシン数が「3」の場

合、本プラグインは3つのデータ・ストリームのみを作成します。

パラレル・バックアップの場合、プラグインはバックアップ全体を調整する親
プロセスと、仮想マシンの実際のバックアップ・タスクを実行する個別の子プ
ロセスを生成します。1つのバックアップ・ジョブに対して生成可能な 大子プ

ロセスは、該当するジョブに設定した［ 大パラレル・ストリーム数］の値に
相当します。親プロセスおよび子プロセスはすべて、本プラグインが実行中の
NetVault Backupクライアント上で作成されます。

子プロセスがバックアップ・デバイスを取得しバックアップ・ストリームを作
成すると、ワーカー・プロセスに仮想マシンをバックアップするタスクが割り
当てられます。バックアップの完了後、バックアップ対象の仮想マシンが他に
存在すると、ワーカー・プロセスには次のタスクが割り当てられます。各タス
クにはタスクIDが割り当てられます。スナップショットは、仮想マシンが子プ

ロセスに割り当てられた場合に限り生成されます。

［ 大パラレル・ストリーム数］を設定する際、以下の点を考慮する必要があり
ます。

• ［ 大パラレル・ストリーム数］オプションに設定した値が、ジョブから
アクセス可能なバックアップ・デバイス数およびストリーム数を超えて
いないことを確認します。

利用可能なデバイスが十分でないと、複数の子プロセスが同一のデバイ
スに同時にアクセスし、一斉に書き込みを行うため、バックアップ全体
の所要時間が著しく長くなります。

• NetVault Backupクライアント上で実行中の複数プロセスが及ぼす負荷

は、パフォーマンスにマイナスとなる影響を与えます。

• 同一のデータストアからの複数仮想マシンのバックアップにかかる負荷
は、データストア上のI/Oアクティビティを増加させます。

• ディスク・データ転送にLAN転送モード（nbd/nbdssl）を使用している

と、同一ESXi Serverの管理下にある複数の仮想マシンのバックアップに

かかる負荷は、ホストにおける負荷を増加させます。

メモ： さらにデータ・ストリームが利用できる場合でも、仮想マシンの複数
ディスクのバックアップには、1つの子プロセスのみが使用されます。子プロセ

スは、仮想マシン全体をバックアップするのか、または個別のディスクをバッ
クアップするのかにかかわらず、仮想マシン全体のスナップショットを作成し、
ジョブが完了するまでそのスナップショットを保持します。

オプション 説明
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e ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることは
できません。Linux OSの場合、名前は 大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はあり

ません。ただし、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

f ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

バックアップエラー
時に仮想マシンを自
動診断する

仮想マシンのバックアップ・エラーの原因を特定できる事前定義されたテスト
を実行するには、このチェック・ボックスを選択します。

診断方式についての詳細は、「仮想マシンの問題の診断」を参照してください。

［診断結果］ダイアログ・ボックスには、［ログ参照］ページからアクセスでき
ます。詳細は、ログ・コンテキスト・オブジェクトとして保存されます。

再開できるバック
アップを有効にする

このオプションは、失敗した仮想マシンがある状態で完了しているジョブを再
開できます。再開されたインスタンスは、以前に失敗した仮想マシンのみを
バックアップします。正常にバックアップされた仮想マシンは、再開されたイ
ンスタンスには含まれません。

失敗した仮想マシンがある状態で、再開可能なバックアップが完了した場合、
このプラグインでは、完了した仮想マシンのバックアップ・インデックスが生
成され、ジョブ・ステータスが［ジョブが停止しました］に設定されます。ロ
グ・メッセージおよびログ・コンテキストに、どの仮想マシンがジョブに失敗
したかが示されています。後でジョブを再開すると、このプラグインによって
増分バックアップ・ジョブが実行され、失敗した仮想マシンがバックアップさ
れます。

ジョブの再開は、［ジョブ・ステータス］ページから行えます。この方法につい
ての詳細は、「バックアップ・ジョブの再開」を参照してください。再開された
インスタンスでは、 初にジョブを実行した後にホストに追加された仮想マシ
ンはバックアップされません。

メモ： すべての仮想マシンがジョブに失敗した場合、ジョブ・ステータスは
［バックアップが失敗しました］に設定されます。失敗したバックアップ・ジョ
ブは再開できません。

他のVMwareバック

アップ・プロキシへ
のバックアップ・
ジョブの分配を無効
にする

分散ジョブ機能を使用するように環境を設定した場合は、このチェック・ボッ
クスを選択して、特定ジョブに対してこの機能をオフにします。このオプショ
ンはデフォルトでは無効になっています。

ジョブ・レベルの転
送モードを有効にす
る

分散ジョブ機能を使用してジョブ・レベルで転送モードを手動で設定する場合
は、このオプションを選択して、該当する［プライマリ転送モード］と
［フォールバック転送モード］を選択します。

メ モ ： マルチス ト リーム ・ バッ クア ッ プを実行する と きは、 ［バッ クア ッ プを必ずターゲッ ト ・ メ
デ ィ アの先頭に書き込み］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ないで く だ さい。 マルチス ト リーム ・ バッ
クア ッ プでこのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにする と、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメ デ ィ アが
ターゲッ ト と な り、 そのメ デ ィ ア ・ アイテムで 初のバッ クア ッ プ と し て存在する こ とにな り ま
す。 バッ クア ッ プで 5 つのス ト リームが生成される場合は、 5 つのブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテム

または新しい メ デ ィ ア ・ アイテムの取得がジ ョ ブによ って試されます。

このオプションはディスク・ベース・ストレージ・デバイスには適用されません。

オプション 説明
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スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
た りする こ とができます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

追加説明
• コ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 リ ソース ・ プール、 または ESXi Server など） を選択する

と、 ジ ョ ブの定義後にホス ト に新たに追加された仮想マシンがすべて自動的にバッ クア ッ プに含められ
ます。 同様に、 ホス ト から仮想マシンが削除される と、 自動的にバッ クア ッ プから除外されます。 仮想
マシンをホス ト に追加またはホス ト から削除するたびにジ ョ ブ定義を変更する必要はあ り ません。

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを定義し た後、 選択し た仮想マシンを他のホス ト に Storage vMotion を使用し て移

動し た場合は、 以下の要件が満た される場合に限り、 その仮想マシンは当該ジ ョ ブの一部と し てバッ ク
ア ッ プ されます。

▪ vCenter Server が本プラグイ ンに追加され、 仮想マシンへのアクセスが vCenter Server を通じ て

認証されている こ と。

▪ 選択し た仮想マシンの移動先である ESXi Server ホス ト も、 同一の vCenter Server によ って制御

されている こ と。

上記の要件に当てはまらない場合、 移動し た仮想マシンのバッ クア ッ プは失敗に終わり ます。

• VMware vSphere フ ォール ト ・ ト レ ラ ンス （vSphere FT） を使用し て保護されている仮想マシンをバッ

クア ッ プする と きは、 以下の点に注意し て く だ さい。

▪ vSphere FT グループは、 6.0 ビルド番号 4192238 以降を使用し ている VMware ESXi ホス ト によ

り vCenter Server の下で管理する必要があ り ます。

▪ バッ クア ッ プの FT グループでは、 プ ラ イマ リ仮想マシンのみ選択できます。 プ ラグイ ンでは、 セ

カ ンダ リ仮想マシンを選択できません。

▪ プ ラグイ ンでは、 vSphere FT を使用し て保護されている場合のみ、 プ ラ イマ リ仮想マシンが FT
グループで表示され、 選択できます。 仮想マシンがレガシーのフ ォール ト ・ ト レ ラ ンスを使用し
て保護されている場合は選択できません。

▪ コ ンテナ ・ レベルの選択の場合、 FT グループ内のプラ イマ リ仮想マシンのみがバッ クア ッ プ され

ます

▫ セカ ンダ リ仮想マシンはバッ クア ッ プから除外されます。 検出された場合、 プ ラグイ ンで
は次のログ ・ メ ッ セージが生成されます。

フ ォール ト ト レ ラ ンスグループで二次的な役割の VM '<VM_name>' は 

バッ クア ッ プ されません

▫ レガシー FT を使用し ているプ ラ イマ リ仮想マシン もバッ クア ッ プ されません。 検出され

た場合、 プ ラグイ ンでは次のログ ・ メ ッ セージが生成され、 次の警告付きで完了し ます。
レガシーのフ ォール ト ・ ト レ ラ ンスが有効である間は、 仮想マシンをバッ クア ッ プできま
せん。

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに FT マシンが含まれていて、 フ ェ イルオーバーが発生し た場合、 ジ ョ ブで

は、 次にジ ョ ブを実行する と きに、 新しいプ ラ イマ リ仮想マシンが自動的に保護されます。

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行中にフ ェ イルオーバーが発生し た場合、 バッ クア ッ プ ・ スナ ッ プ
シ ョ ッ ト を作成できないため、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗する可能性があ り ます。 VADP によ

り、 フ ォール ト ・ ト レ ラ ンスが有効化された仮想マシンのフ ェ イルオーバー中はスナ ッ プシ ョ ッ
ト を作成できません。 ログには以下のメ ッ セージが表示されます。
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VM スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成タ スクは、 次の理由で失敗し ま し た。 

「現在の状態では操作が許可されません。」

この問題が発生した場合、フェイルオーバー・プロセスが完了した後にもう一度バックアップ・
ジョブを実行します。

▪ VMware では、 FT が有効になっている仮想マシンでは CBT に対応し ていないため、 このよ う な

仮想マシンの場合、 ［VM に対し て CBT （Changed Block Tracking） を有効化］ が選択されてい

ても、 デ ィ スク上のすべてのセク タが常にバッ クア ッ プ されます。 この動作は、 フルおよび増分
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの両方に該当し ます。

▪ FT が有効化された仮想マシンを リ ス ト アする と き、 プラグイ ンでは、 リ カバリ後にマシンに FT
を設定し ません。 リ カバリが完了し た後、 リ ス ト ア されたマシンで FT を有効化する必要があ り ま

す。 プ ラグイ ンでは、 次のログ ・ メ ッ セージが生成され、 次の警告付きで リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを完
了し ます。 「バッ クア ッ プ時、 仮想マシンに対し てフ ォール ト ・ ト レ ラ ンスが設定されま し た。 そ
の機能を引き続き使用するには、 リ カバリ後に再設定し て く だ さい。」

▪ VMware では、 FT が有効化された仮想マシンのフ ァ イル ・ レベルのマウン トがサポー ト されません。

▪ プ ラグイ ンでは FT が有効化された仮想マシン no フ ァ イル ・ レベル （.vmdk） のリ ス ト アをサ

ポー ト し ませんが、 ゲス ト filesystem レベルでフ ァ イルを リ ス ト アできます。

• 仮想アプ リ ケーシ ョ ン （vApp） の一部である仮想マシンについては、 その他の仮想マシン と組みあわせ

て選択する こ とができます。 現在セレ クシ ョ ン ・ ツ リーは、 そのよ う な仮想マシン と、 vApp の一部では

ないその他の仮想マシンを区別し て表示し ない点に注意し て く だ さい。

vApp ノ ー ド を選択する と、 vApp に含まれる仮想マシンのみがバッ クア ッ プ されます。 vApp のメ タデー

タはバッ クア ッ プに含まれません。

• 初回のフル ・ バッ クア ッ プまたは後続の増分または差分バッ クア ッ プの実行後に、 バッ クア ッ プ ・ セレ
クシ ョ ン ・ セ ッ ト （またはバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に含まれる ESXi Server） に新しい仮想

マシンを追加する と、 プ ラグイ ンでは、 以下の操作が実行されます。

▪ 増分または差分バッ クア ッ プを実行する場合、 新しい仮想マシンのフル ・ バッ クア ッ プを作成し
ます。

▪ この新しい仮想マシンのフル ・ バッ クア ッ プは、 仮想マシンがすでに CBT 対応になっていた り、

増分または差分バッ クア ッ プに ［VM に対し て CBT （Changed Block Tracking） を有効化］

チ ェ ッ ク ・ ボッ クスを選択しない限り、 CBT に対応していないフル ・ バッ クア ッ プを作成し ます。

▪ CBT が有効化されてお り、 仮想マシンで CBT ベースのフル ・ バッ クア ッ プが実行されている場

合は、 新しい仮想マシンの後続の増分バッ クア ッ プを増分と し て実行し ます。

▪ 新しい仮想マシンの後続の差分バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プ と し て実行し ます。 これは、
これらのバッ クア ッ プがバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に対し て作成された 新のフル ・
バッ クア ッ プに基づいているためです。

例 ：

1 任意の仮想マシン（MyVM1など）を1つ選択し、バックアップ・セレクション・セット

（MySelectionSetなど）を作成します。

2 MySelectionSetを使用してCBT対応のフル・バックアップを実行します。

3 MySelectionSetを変更し、仮想マシン（MyVM2など）を追加します。

4 MySelectionSetを使用してCBT対応の増分および差分バックアップを実行します。

5 MySelectionSetを使用してもう1回CBT対応の増分および差分バックアップを実行します。

結果 ：

▪ 増分バッ クア ッ プを選択し た場合は、 プ ラグイ ンによ り ステ ッ プ 4 で MyVM2 のフル ・ バッ ク

ア ッ プが作成され、 ステ ッ プ 5 でその仮想マシンの増分バッ クア ッ プが作成されます。

▪ 差分バッ クア ッ プを選択し た場合は、 プ ラグイ ンによ り ステ ッ プ 4 およびステ ッ プ 5 で MyVM2
のフル ・ バッ クア ッ プが作成されます。 これは、 これらのバッ クア ッ プがステ ッ プ 2 で作成され

た 新のフル ・ バッ クア ッ プに基づいているためです。
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• バッ クア ッ プで CBT を使用する場合、 Storage vMotion または VMware vSphere Storage DRS を使った仮

想マシンの移行はお勧めできません。 詳し く は、 http://kb.vmware.com/kb/2048201 を参照し て く ださい。

• CBT を有効化せずに Thick Provisioned Lazy Zeroed デ ィ スクのフル ・ バッ クア ッ プを実行する場合、 空

セク タはバッ クア ッ プ中に実質ゼロ （0） に変換されます。 このバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 デ ィ

スク ・ タ イプは Eager Zeroed に変更されます。

• データのバッ クア ッ プが完了後、 プ ラグイ ンによ って、 NetVault データベースにバッ クア ッ プのイ ン

デッ クスが書き込まれます。 この手順でエラーが発生する と （た と えば、 フ ァ イル転送エラーやサー
バーの空きデ ィ スク領域不足など）、 次のエラーが報告されます。

ログ ・ メ ッ セージ ： バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスをデータベースに書き込むこ とができませんで し た。

ログ内容 ： バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アをスキャ ン し て、 このバッ クア ッ プのイ ンデッ クスを取得し、 デー
タベースに追加できます。

このよ う な場合、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アをスキャ ン し てイ ンデッ クスを回復できます。 ただ し、 イ ン
デッ クスを イ ンポー ト する前に、 ログ ・ メ ッ セージをチ ェ ッ ク し てバッ クア ッ プ時に他のエラーが報告
されていないこ と を確認する必要があり ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのアイ コ ン
表5. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン

アイコン 説明

vCenter Server

Datacenter Server

ESXi Serverクラスタ

クローズ・フォルダ

オープン・フォルダ

ESXi Server

メンテナンス・モードのESXi Server

アクセス不能なESXi Server

バーチャル アプライアンス（vApp）

リソース・プール

仮想マシン（電源オン）

アクセス不能な仮想マシン

マウント済み仮想マシン

一時停止中の仮想マシン

電源オフの仮想マシン

仮想マシン（電源オン、CBT有効）

アクセス不能な仮想マシン（CBT有効）

マウント済み仮想マシン（CBT有効）
Quest NetVault Backup Plug-in for VMware 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

イ メ ージ ・ レベル ・ バッ クア ッ プ方式の使用
43

http://kb.vmware.com/kb/2048201


バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの再開
このプ ラグイ ンでは、 以前に失敗し た仮想マシンのみをバッ クア ッ プするジ ョ ブを再開するオプシ ョ ンが利用で
きます。 この方式を使用するには、 そのジ ョ ブでバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ［再開可能なバッ クア ッ プを有効
化］ を設定する必要があり ます。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プの実行」 を参照
し て く だ さい。 失敗し た仮想マシンがある状態で、 再開可能なバッ クア ッ プが完了し た場合、 このプ ラグイ ンで
は、 完了し た仮想マシンのバッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クスが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータ スが ［ジ ョ ブが停止し ま
し た］ に設定されます。 このジ ョ ブの再開は、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページから行えます。

ジ ョ ブを再開するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト でジ ョ ブを選択し て、 ［再開］ を ク リ ッ ク し ます。

ジ ョ ブを再開する と、 このプ ラグイ ンによ って増分バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが実行され、 失敗し た仮想マ
シンがバッ クア ッ プ されます。 再開されたイ ンス タ ンスでは、 初にジ ョ ブを実行し た後にホス ト に追
加された仮想マシンはバッ クア ッ プ されません。

再開されたすべてのイ ンス タ ンスは、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト 選択］ ページに単一の

セーブセ ッ ト と し て表示されます。

一時停止中の仮想マシン（CBT有効）

電源オフの仮想マシン（CBT有効）

耐障害性グループ内のプライマリ仮想マシン（電源オン）

アクセス不能なプライマリ仮想マシン

一時停止中のプライマリ仮想マシン

電源オフのプライマリ仮想マシン

耐障害性グループ内のセカンダリ仮想マシン

アクセス不能なセカンダリ仮想マシン

一時停止中のセカンダリ仮想マシン

電源オフのセカンダリ仮想マシン

メ モ ： 複数のジ ョ ブを同時に選択する と、 ［再開］ は動作し ません。

重要： ジョブは複数回再開できます。ただし、バックアップ・シーケンスに対してその後でフルまたは増
分バックアップしてからインスタンスを再開しようとすると、ジョブがインデックス競合エラーを報告し
ます。

表5. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン

アイコン 説明
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仮想マシンの CBT のリ セ ッ ト
増分または差分バッ クア ッ プ時に、 プ ラグイ ンが、 仮想マシンの変更されたデ ィ スク ・ セク タ を判断できない場
合、 「バッ クア ッ プする領域を決定できませんで し た」 とい う エラーが報告され、 デ ィ スク全体がバッ クア ッ プ
されます。 この場合は、 以下の手順に従って仮想マシンの CBT を リ セ ッ ト し ます。 続行する前に、 ターゲッ ト

仮想マシンの既存のスナ ッ プシ ョ ッ ト を削除し ます。

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 ESXi Server または vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、 Datacenter、 ク ラ

ス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを表示し ます。

4 ターゲッ ト の仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［CBT のリ セ ッ ト ］ を選択し ま

す。

このオプシ ョ ンは、 CBT が有効になっている仮想マシンでのみ利用できます。

5 仮想マシンが再設定され、 メ ッ セージが表示された後、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て、 ダイアログ ・ ボ ッ クス

を閉じ ます。

重要
• CBT のリ セ ッ ト 中、 仮想マシンにはスナ ッ プシ ョ ッ ト が存在し ないよ う にする必要があ り ます。 そ う し

ないと、 リ セ ッ ト 操作は失敗し ます。

• Quest では、 電源オフ状態の仮想マシンの CBT を リ セ ッ ト し た場合、 その仮想マシンで CBT を有効にし

たバッ クア ッ プを実行する前に仮想マシンの電源をオンにする こ と をお勧めし ます。 電源オフ状態で
CBT を有効にし たバッ クア ッ プを実行する と、 次のエラーが報告され、 バッ クア ッ プが失敗する可能性

があり ます ：

ログ ・ メ ッ セージ ： バッ クア ッ プするデ ィ スク領域を決定できませんで し た。

ログ内容 ： 指定されたパラ メ ータが正し く あり ませんで し た。 deviceKey。

• 仮想マシンの CBT を リ セ ッ ト 後、 次の増分バッ クア ッ プでは、 その仮想マシンのすべてのブロ ッ クが

バッ クア ッ プ されます。 それ以降の増分バッ クア ッ プでは、 変更されたデ ィ スク ・ セク タのみがバッ ク
ア ッ プ されます。

• CBT のリ セ ッ ト 中にエラー ・ メ ッ セージが表示された場合は、 vSphere Client の ［Recent Tasks］ ウ ィ ン

ド ウを参照し て、 リ クエス ト の失敗理由を示す メ ッ セージを確認し ます。

ジ ョ ブの進行状況の監視
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ジ ョ ブのリ ス ト から、 利用可能なジ ョ ブを選択し て、 ［モニ タ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ジ ョ ブ監視］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ジ ョ ブ詳細 ： この領域には、 ジ ョ ブ ID、 タ イ ト ル、 フ ェーズ、 イ ンス タ ンス、 ク ラ イアン ト 、 プ

ラグイ ン、 開始時間、 予測完了時間、 実行数、 期間、 サイズ、 およびステータ スが表示されます。

▪ データ転送チャー ト ： この領域には、 データ転送チャー ト が表示されます。

▪ ジ ョ ブのログ ： この領域には、 ログ ・ メ ッ セージが表示されます。
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6

フ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プ方式
の使用

• フ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プの実行

• スナ ッ プシ ョ ッ ト およびマウン ト ・ フ ォルダの手動による削除

フ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プの実行
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 設定ウ ィ ザー ド を開始し ま

す。

— または —

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］

ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含め
る こ とはできません。 また、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以

内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で、 既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に
従ってセ ッ ト を作成し ます。

a ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを開 く には、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

b プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware
プ ラグイ ン］ を開きます。

c 目的の VMware ESXi Server または VMware vCenter Server を開きます。

インベントリ・ビューのタイプに応じて、以下の作業を行います。

▫ ［ホス ト およびク ラス タ］ イ ンベン ト リ ・ ビ ュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］、 ［ク ラス タ］、 ［リ ソース ・ プール］、 およびその他のノ ー ド を順に開きます。

▫ ［仮想マシンおよびテンプレー ト ］ ビ ュー ： 利用可能な仮想マシンを表示するには、
［Datacenter］ およびフ ォルダ ・ ノ ー ド を開きます。

d 目的の仮想マシンを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［マウン ト ］ を選択し ます。

プラグインは仮想ドライブ・ファイルのスナップショットを取得して、NetVault Backupクライア

ントへのマウントを試みます。仮想マシン・ディスクのファイル・サイズに応じて、マウント操
作完了までに時間は異なります。マウントが正常に完了すると以下の処理が行われます。

▫ 作業デ ィ レ ク ト リ （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで設定） 内にフ ォルダが作成されます。
このフ ォルダには、 選択し た仮想マシン と同じ名前が割り当てられます。

▫ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーに ［ド ラ イブ］ ノ ー ド が追加されます。 このノ ー ドは、 選択し た仮
想マシン下に表示されます。
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e 使用可能な ド ラ イブを表示するには、 ［ド ラ イブ］ ノ ー ド を開きます。

f ド ラ イブを選択するか、 またはノ ー ド を開いてデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを展開し、 バッ クア ッ プ対
象のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

g ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることは
できません。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただし、40文字以内にすることをお勧

めします。

h ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。

a ［File System Plugin バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ ページを開 く には、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し

ます。

b 以下の設定を行います。

メ モ ： 仮想マシンに接続されているデ ィ スクが controller:device 順 （ide0:0、 ide0:1、 scsi0:0、

scsi0:1 など） に配置されている場合に、 起動デ ィ スクが仮想マシンに接続されている 初のデ ィ

スクでないと、 仮想マシンのマウン ト 操作が失敗する こ とがあ り ます。

重要： 仮想マシンのマウント後、仮想マシン・ノードを選択するとジョブは失敗します。すべての
ドライブをジョブに含めるには、各ドライブを個別に選択する必要があります。

重要： Windowsで、ファイルレベル・バックアップのバックアップ・オプション・セットを作成す

る際には、デフォルトのセット［ファイル システムのデフォルトのバックアップ オプション — 
VMwareプラグイン - Windows］をテンプレートとして使用する必要があります。別のセットをテン

プレートとして使用すると、バックアップに失敗することがあります。

オプション 説明

バックアップ・タイ
プ

以下から適切なオプションを選択します。

• フル

• 増分

• 差分

ファイル・レベルのバックアップ・タイプの詳細は、「ファイル・レベルのバッ
クアップ」を参照してください。

ダンプ・タイプ・
バックアップの作成

ダンプ・タイプの増分または差分バックアップを作成するには、このチェック・
ボックスを選択します。これらのバックアップでは、特定の増分バックアップ
または差分バックアップでバックアップされたファイルのみをリストアできま
す。

バックアップ中に変
更されたファイルを
確認

バックアップ中に変更されたファイルを「in flux」としてマークするには、この

チェック・ボックスを選択します。リストア時に、デフォルトでそれらのファ
イルはリストアされません。これらのファイルをリストアするには、リストア・
オプション・セットで［バックアップ中に変更されたファイルをリストア］オ
プションを設定する必要があります。

バックアップ中に更新されたファイルをチェックしない場合は、このチェック・
ボックスの選択を解除します。
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c ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることは
できません。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただし、40文字以内にすることをお勧

めします。

d ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ス
テータ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ参照］ ページではログを表示し
た りする こ とができます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーのアイ コ ン

再開できるバック
アップを有効化

ジョブを一時停止して、後ほどその時点から再開する機能を利用する場合は、
このチェック・ボックスを選択します。

ジョブを停止すると、その時点までに処理されたすべてのアイテムのインデッ
クスが生成され、バックアップ・メディアとNetVaultデータベースに書き込ま

れます。後でジョブを再開すると、残りのファイルとフォルダに対して増分
バックアップ・ジョブが実行されます。

ジョブの停止、再開は、［ジョブ・ステータス］ページから行えます。詳しく
は、『Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystemユーザーズ･ガイド』を参照し

てください。

バックアップ・ログ
のパス

バックアップ・ログ・ファイルを作成する場合に、ファイル名を入力します。
このログには、バックアップ対象として選択されたファイルの一覧が記録され
ます。正常にバックアップされたファイルには「o」、それ以外のファイルには

「x」マークが付けられます。増分バックアップでこのオプションを使用すると、

どの新規/変更ファイルがバックアップされたかを識別することができます。

既存のファイル名を指定した場合、既存のファイルは上書きされます。ログ・
ファイルはCSVファイル形式で作成され、ファイル・サイズ、変更日、ファイ

ル・タイプなどの詳細が含まれています。

表6. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン

アイコン 説明

vCenter Server

Datacenter Server

ESXi Serverクラスタ

クローズ・フォルダ

オープン・フォルダ

オプション 説明
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スナ ッ プシ ョ ッ ト およびマウン ト ・ フ ォ
ルダの手動による削除
フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プまたは参照用に仮想マシンをマウン ト する際、 以下のイベン ト が発生し ます。

• 仮想マシンにスナ ッ プシ ョ ッ ト 「BKB_SNAP」 が作成されます。

ESXi Server

メンテナンス・モードのESXi Server

アクセス不能なESXi Server

バーチャル アプライアンス（vApp）

リソース・プール

仮想マシン（電源オン）

アクセス不能な仮想マシン

マウント済み仮想マシン

一時停止中の仮想マシン

電源オフの仮想マシン

仮想マシン（電源オン、CBT有効）

アクセス不能な仮想マシン（CBT有効）

マウント済み仮想マシン（CBT有効）

一時停止中の仮想マシン（CBT有効）

電源オフの仮想マシン（CBT有効）

耐障害性グループ内のプライマリ仮想マシン（電源オン）

アクセス不能なプライマリ仮想マシン

一時停止中のプライマリ仮想マシン

電源オフのプライマリ仮想マシン

耐障害性グループ内のセカンダリ仮想マシン

アクセス不能なセカンダリ仮想マシン

一時停止中のセカンダリ仮想マシン

電源オフのセカンダリ仮想マシン

表6. バックアップ・セレクション・ツリーのアイコン

アイコン 説明
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• 作業デ ィ レ ク ト リ内に、 仮想マシン用のマウン ト ・ フ ォルダが作成されます。 フ ォルダには、 仮想マシ
ン と同じ名前が割り当てられます。

仮想マシンをマウン ト 解除する と、 ク リーンア ッ プ処理によ り マウン ト ・ フ ォルダ と スナ ッ プシ ョ ッ ト が自動的
に削除されます。 標準のシナリ オでは、 それら を手動で削除し ないよ う にする必要があ り ます。

プ ラグイ ンが何らかの理由でマウン ト ・ フ ォルダまたはスナ ッ プシ ョ ッ ト の削除に失敗し た場合、 同じ仮想マシ
ンのそれ以降のマウン ト 操作は失敗し、 「古いマウン ト が見つかり ま し た」 とい う エラー ・ メ ッ セージが表示さ
れます。 た と えば、 仮想マシンのマウン ト 後、 プ ラグイ ンが思いがけずに終了し た場合、 スナ ッ プシ ョ ッ ト と マ
ウン ト ・ フ ォルダは削除されません。 このよ う な場合は、 手動で削除する必要があ り ます。 仮想マシンがまだマ
ウン ト されているのに、 スナ ッ プシ ョ ッ ト を手動で削除し て し まった場合も、 これらの手順を実行する必要があ
り ます。

スナ ッ プシ ョ ッ ト およびマウン ト ・ フ ォルダを手動で削除するには ：

1 作業デ ィ レ ク ト リ に仮想マシンのマウン ト ・ フ ォルダが含まれている場合は、 それを削除し ます。

2 san や hotadd などの詳細転送モー ド を使用中の場合、 < システム ・ ド ラ イブ >/windows/temp/vmware-
system デ ィ レ ク ト リへ移動し ます。

3 このデ ィ レ ク ト リ に <VM_UUID>-<VMmoref> デ ィ レ ク ト リが存在し ている場合は、 それを削除し ます。

<VM_UUID> はマウン ト し ている仮想マシンの UUID です。 <VM_moref> は ESXi Server または vCenter 
Server で仮想マシンの参照に使用する内部参照です。 このフ ォルダを削除するには、 フ ォルダに必要な

権限を設定する必要があり ます。

4 hotadd 転送モー ド を使用中の場合、 NetVault Backup ク ラ イアン ト 仮想マシン （Plug-in for VMware が稼

働中の仮想マシン） に hotadd 転送された ターゲッ ト 仮想マシン （バッ クア ッ プにマウン ト された仮想マ

シン） のすべてのデ ィ スク を削除し ます。

プ ラグイ ンまたは NetVault Backup ク ラ イアン ト が稼働中の仮想マシンの vSphere Client からデ ィ スク を

削除できます。

5 vSphere Client の ［Snapshot Manager］ ウ ィ ン ド ウで、 スナ ッ プシ ョ ッ ト BKB_SNAP が存在し ている

場合はそれを削除し ます。

この手順を実行する前に、 すべてのメ モ リ ・ キャ ッ シュが確実にク リ ア されるよ う数分間 （2 ～ 3 分） 待

機し ます。

仮想マシンの電源がオンのと きにスナ ッ プシ ョ ッ ト を削除し よ う とする と、 「フ ァ イル < 未指定のフ ァ イ

ル名 > がロ ッ ク されているためアクセスできません」 とい う エラー ・ メ ッ セージが表示されますが、 ス

ナ ッ プシ ョ ッ ト はこれ以降 ［Snapshot Manager］ ウ ィ ン ド ウに表示されな く な り ます。 スナ ッ プシ ョ ッ

ト を削除し た後も 「Consolidate Helper-0」 スナ ッ プシ ョ ッ ト が表示される場合は、 仮想マシンの電源を

オフにし ます。

VMware では、 スナ ッ プシ ョ ッ ト BKB_SNAP を削除し た後、 スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成および削除する こ

と を推奨し ています。 スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成と削除は、 vSphere Client の ［Snapshot Manager］ ウ ィ

ン ド ウから実行できます。 この操作中は、 サーバーが redo ログを統合し よ う とするため、 完了までに数

分ほどかかる場合があり ます。 Consolidate Helper スナ ッ プシ ョ ッ ト が存在する場合は削除し ます。

6 データ ス ト ア上に不要な redo ログがまだ存在する場合は、 ステ ッ プ 5 を再実行し ます。

7 この手順を実行する前に、 すべてのメ モ リ ・ キャ ッ シュが確実にク リ ア されるよ う数分間 （2 ～ 3 分） 待

機し ます。
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7

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのリ
ス ト ア

• イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト アについて

• 仮想マシン全体または個別の仮想ド ラ イブのリ ス ト ア

• 代替 ESXi Server への仮想マシンの移動

• 代替 vCenter Server への仮想マシンのリ ス ト ア

• リ ス ト ア中の仮想マシンの名前変更

• イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プからのフ ァ イルレベル ・ リ ス ト アの実行

• 仮想マシン ・ デ ィ スクおよび設定フ ァ イルのリ ス ト ア

• セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索

• メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス
ト アについて

イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プは、 以下のリ ス ト ア ・ タ イプの実行に使用する こ とができます。

• 仮想マシン全体または個々の仮想ド ラ イブのリ カバリ ： イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プは、 仮想マシン
全体を以前の状態にリ カバリする、 または仮想マシンの 1 つ以上の仮想ド ラ イブを リ ス ト アするために

使用できます。 この方式は、 ハー ド ウ ェ ア障害、 データ損傷、 あるいは仮想マシン ・ デ ィ スク ・ フ ァ イ
ルの誤削除によ ってデータが消失し た場合に便利です。 仮想マシンは、 同一または代替 VMware ESXi 
Server ホス ト または VMware vCenter Server にリ ス ト アする こ とができます。

• フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を個別にリ ス ト ア ： イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 個々のフ ァ イ
ルやフ ォルダを リ ス ト アできます。 この方式は、 ユーザー ・ エラー、 データ損傷、 あるいはフ ァ イルの
誤削除によ ってデータが消失し た場合に便利です。 個々のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を、 NetVault Backup
ク ラ イアン ト の指定し たデ ィ レ ク ト リ にリ ス ト アする こ とができます。

フ ァ イルレベル ・ リ ス ト アは以下のフ ァ イル ・ システムでサポー ト されています。

▪ Windows ： NTFS

▪ Linux および UNIX ： EXT2、 EXT3、 EXT4、 XFS v2、 XFS v3

Plug-in for VMware はまた、 Linux ベース ・ システム上の LVM （Logical Volume Manager） および

Windows ベース ・ システム上の LDM （Logical Disk Manager） 管理下のボリ ュームを、 シングルまたは

複数システムにまたがったデ ィ スク と し てサポー ト し ます。

メ モ ： フ ァ イルレベル ・ リ ス ト アにイ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プを使用するには、 バッ クア ッ プ時に
［フ ァ イル ・ レベルのイ ンデッ クス作成］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する必要があ り ます。 フ ァ イル ・ レベ
ルのイ ンデッ クス作成はデフ ォル ト では無効になっています
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本プ ラグイ ンの現在のバージ ョ ンでは、 Windows Server 2012 ReFS （Resilient File System） およびス ト

ラ イプ ・ デ ィ スクはサポー ト されていません。

• 仮想マシン ・ デ ィ スクおよび設定フ ァ イルのリ ス ト アイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プを使用し て、 仮
想マシン ・ デ ィ スクおよび設定フ ァ イルを NetVault Backup ク ラ イアン ト 上の指定し たデ ィ レ ク ト リへリ

ス ト アする こ とができます。 これらのリ ス ト ア し たフ ァ イルによ り、 同一または異なる設定で仮想マシ
ンを リ カバリする こ とができます。 リ カバリ には、 Virtual Infrastructure Client や、 既存の .vmdk フ ァ イ

ルを使って仮想マシンを作成する機能を持つその他のユーテ ィ リ テ ィ を利用する こ とができます。

仮想マシン全体または個別の仮想ド ラ イ
ブのリ ス ト ア
イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プから仮想マシン全体または個別の仮想ド ラ イブを リ ス ト アするには、 以下の手
順に従います。

• 前提条件

• データのリ ス ト ア

• 仮想マシンの起動

前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• 個別の仮想ド ラ イブを リ ス ト アする場合は、 ターゲッ ト 仮想マシン と仮想ド ラ イブがイ ンベン ト リ に存
在し ないこ と。 仮想マシンまたは仮想ド ラ イブが使用できない場合、 ［名前変更］ オプシ ョ ンを使用し ま
す。

• Windows 2008 では、 リ ス ト ア手順を開始する前に、 ターゲッ ト ・ デ ィ スクの読み取り専用属性を ク リ ア

する必要があり ます。 そ う し ないと、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブは正常に終了し ても、 データはリ ス ト ア されま
せん。 そのため、 リ ス ト ア された仮想マシンの電源を入れる と、 起動に失敗し ます。

ターゲッ ト ・ デ ィ スクの読み取り専用属性を ク リ アするには ：

1 diskpartユーティリティを起動して、ディスクを一覧表示します。

Diskpart
list disk

2 ターゲット・ディスクを選択して、ディスクの詳細を表示します。

Select disk <X>
detail disk

3 読み取り専用属性が［はい］に設定されている場合は、次のように入力します。

attribute disk clear readonly

データのリ ス ト ア
仮想マシン全体または個別の仮想ド ラ イブを リ ス ト アするには、 次の手順を使用し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。
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セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日順に表示されます。 列見出し を ク リ ッ クする こ と で、 別の列で並べ替え
た り、 並び順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の横の矢印はソー ト 順序を表し ています。

2 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

バッ クア ッ プ ・ タグはイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのタ イプを示し ます。 イ メ ージ ・ レベルのバッ
クア ッ プは、 以下のタグまたはバッ クア ッ プ ・ タ イプ識別子を使用し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ イ メ ージ ・ フル

▪ バッ クア ッ プ ・ イ メ ージ増分

▪ バッ クア ッ プ ・ イ メ ージ差分 

4 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アする イ メ ージを選択し ます。

また、 イ メ ージを開いて リ ス ト アする個別の仮想ド ラ イブを選択する こ と もできます。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。 

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。 

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。

フィルタ 説明

クライアント 作成された特定のクライアントのセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［クライアント］ボックスをクリックしま
す。

2 ［クライアント選択］ダイアログ・ボックスでクライアントを選択しま
す。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

プラグイン・タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセットを表示します。デフォル
トでは［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［プラグイン・タイプ］ボックスをクリッ
クします。

2 リストから、プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは［任意］
が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［日付］ボックスをクリックします。

2 リストで、使用するオプションを選択します。

選択可能なオプションは、［過去24時間］、［先週］、［先月］、［過去6ヶ

月］、［去年］、［任意］です。

ジョブ 特定のジョブのために作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［ジョブ］ボックスをクリックします。

2 ［ジョブの選択］ダイアログ・ボックスでジョブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。
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5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

6 VMware 環境に応じ て、 Plug-in for VMware ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで利用可

能なオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ ： VMware vCenter Server で管理されている ク ラス タ設定の ［仮想マシ

ンを vCenter に リ ス ト アする］ タ ブで以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

メ モ ： 増分または差分バッ クア ッ プを選択する場合、 プ ラグイ ンはバッ クア ッ プ ・ シーケンス内のすべて
のセーブセ ッ ト を選択し たセーブセ ッ ト まで自動的に リ ス ト ア し ます。 本プ ラグイ ンは、 以降のバッ ク
ア ッ プで変更されたデ ィ スク ・ セク タの読み込み、 送信または書き込み等の不要な手順は実行し ません。
各セク タは 1 回のみリ ス ト ア されます。

オプション 説明

仮想マシンをvCenter
にリカバリする

仮想マシンまたは1台以上の仮想ドライブを同じvCenter Serverや別のサーバー

にリストアする場合は、このオプションを選択します。

代替リソース・プー
ル・パス

リソース・プールは、ESXi Serverホストまたはホストのクラスタが利用できる、

プロセッサおよびメモリ・リソースを表しています。これらのリソースは、ホ
ストが制御している個別の仮想マシンが利用できます。リソース・プールの量
は、 大値、 小値まで設定したり、または配分設定することも可能です。仮
想マシンを実行するには、リソース・プールを割り当てる必要があります。

デフォルトで、仮想マシンはリストア時に、自身の元のリソース・プールに割
り当てられます。仮想マシンを別のリソース・プールに割り当てるには、この
ボックスにターゲット・リソース・プールを指定します。リソース・プールを
指定するには、以下の形式を使用します。

/Pool-A/Pool-B/.../Pool<n>

ここでPool<n>はターゲット・リソース・プール、Pool-Aはルート・リソース・

プールの子、Pool-BはPool-Aの子、などのようになっています。この形式によ

り、階層内で任意の深度までリソース・プールを指定することができます。仮
想マシンをルートのリソース・プールに割り当てるには、「/」（スラッシュ）文

字を入力します。

以下の点に注意します。

• リソース・プールが指定されていない場合、仮想マシンは、自身の元の
リソース・プールに割り当てられます（バックアップ時）。

• リソース・プールが正しく指定されていなかったり、アクセス不可能
だった場合、プラグインはパス構造を逆方向にたどって正しいリソー
ス・プールを見つけます。そして、仮想マシンをパス内の 初の有効な
上位プールに割り当て、エラー・メッセージをログに出力します。 
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▪ ス タ ン ド アローン ESXi Server 設定 ： ス タ ン ド アローン ESXi Server 設定で、 ［仮想マシンをス タ

ン ド アローン ESXi に リ ス ト ア］ ホス ト ・ タ ブを ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ 既存の仮想マシンを削除する ： 仮想マシンを元の場所に リ ス ト アする場合は、 既存の仮想マシン
を削除し て リ ス ト ア ・ プロセスで仮想マシンを再作成する方法と、 リ ス ト ア ・ プロセスで既存の
「.vmdk」 フ ァ イルを上書きする方法の 2 通りの方法があ り ます。 既存の仮想マシンを削除し てか

ら、 リ ス ト ア ・ プロセスで仮想マシンを再作成する場合は、 ［一般オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク
し、 ［既存の仮想マシンを削除する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 仮想マシンの電源をオンにする ： リ ス ト アが正常に完了し た後、 仮想マシンの電源をオンにする
には、 ［一般オプシ ョ ン］ タ ブを ク リ ッ ク し、 ［仮想マシンの電源をオンにする］ オプシ ョ ンを選
択し ます。 仮想マシンを元の名前で元の場所に リ ス ト アする場合は、 データ ス ト アの変更には対
応し ていません。 リ ス ト ア中の仮想マシンの名前変更で説明されているよ う に仮想マシンの名前
を変更する場合は、 同じ vCenter Server、 代替の vCenter Server、 またはス タ ン ド アローンの

ESXi Server を指定できます。

▪ 他の VMware バッ クア ッ プ ・ プロキシへのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブの分配を無効にする ： 分散ジ ョ ブ機

能の使用を設定し ている場合は、 ［一般オプシ ョ ン］ タ ブにある この機能のチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを
オフにし て、 特定のジ ョ ブに対し てこの機能を無効にし ます。 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト では
無効になっています。

▪ ジ ョ ブ ・ レベルの転送モー ド を有効にする ： 分散ジ ョ ブ機能を使用し てジ ョ ブ ・ レベルで転送
モー ド を手動で設定する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し て、 該当する ［プ ラ イマ リ転送モー ド ］
と ［フ ォールバッ ク転送モー ド］ を選択し ます。

7 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

代替データストア データストアは、仮想マシン・ファイルの保管場所を表しています。VMFSボ

リューム、ネットワーク接続型ストレージ、またはローカル・ファイル・シス
テム・パスを利用できます。データストアは、プラットフォームやホストに依
存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、仮想マシンのリストア先データス
トア名を指定します。このオプションは、元のデータストアが利用不可能、ア
クセス不可能または空き容量不足などによって仮想マシンを保持することがで
きない状況などに利用することができます。名前が正しいこと、およびESXi 
Serverホストがデータストアにアクセス可能であることを確認します。代替

データストアを設定する場合、仮想マシンに関連付けられたすべての仮想ドラ
イブおよび設定ファイルが、1つのデータストアにリストアされます。ターゲッ

トのデータストアに、仮想マシンのファイルを保持するための十分な空き容量
があることを確認します。

データストアが無効、アクセスできない、または仮想マシン・ファイルを格納
する十分な空き容量がない場合、リストアは失敗します。

代替ESXiホスト・ア

ドレス

デフォルトでは、このフィールドには現在のESXiホストのアドレスが自動入力

されます。仮想マシンを別のESXiホストにリストアする場合は、このフィール

ドでESXiホストのアドレスを更新します。ホストは、同じvCenter Serverや別

のサーバーに設定することもできます。

オプション 説明

仮想マシンをスタン
ドアローンESXiホス

トにリカバリ

仮想マシンまたは1台以上の仮想ドライブをスタンドアローンのESXi Serverに
リストアする場合は、このオプションを選択します。

代替データストア 仮想マシンのデータストアを変更するには、仮想マシンのリストア先データス
トア名を指定します。このオプションの詳細は、「代替データストア」を参照し
てください。

重要： このオプションは、vSphere FTで保護されている仮想マシンには対応していません。

オプション 説明
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8 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

9 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択されている こ と
を確認し ます。

このク ラ イアン ト はデフ ォル ト で選択されています。 この設定は変更し ないよ う にし て く だ さい。

10 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

11 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要
• 仮想マシンではな く 1 つまたは複数の仮想ド ラ イブを選択し た場合、 既存の .vmdk フ ァ イルの内容が上

書き されます。

個別の仮想ド ラ イブを リ ス ト アする場合は、 ターゲッ ト 仮想マシン と選択し た仮想ド ラ イブがイ ンベン
ト リ に存在する こ と。 仮想マシンがイ ンベン ト リから削除された場合、 ジ ョ ブがエラー （「VM が見つか

り ませんで し た」） を報告し、 失敗し ます。 ターゲッ ト 「.vmdk」 フ ァ イルがイ ンベン ト リ に存在し ない

場合は、 プ ラグイ ンから もエラーが報告されます。

• 既存の仮想マシンに 1 つ以上の仮想ド ラ イブを リ ス ト アする際に、 プラグイ ンは UUID を使って仮想マ

シンの特定を試みます。 これによ り複数の仮想マシンが UUID を共有し ている こ とが検出された場合、 以

下のエラー ・ メ ッ セージがログに出力され、 ジ ョ ブが失敗し ます。

Failed to uniquely locate VM in server inventory because its uuid 'xxxx'
is in use by one or more other VMs.
このエラーが発生し た場合、 各仮想マシンが一意の UUID を持つよ う に、 イ ンベン ト リ内の仮想マシンの

UUID を変更する必要があ り ます。 以下の手順を使って、 同じ UUID を使用し ている仮想マシンを特定で

きます。

UUID を共有し ている仮想マシンを検索するには ：

1 ブラウザ・ウィンドウを開いてアドレス・バーに以下のURLを入力します。

https://< サーバー ・ ア ド レス >/mob/?moid=SearchIndex&method=findAllByUuid
サーバーのログイン情報を指定します。

（<サーバー・アドレス>には、仮想ドライブをリストアするターゲットvCenterまたはESXi 
Serverのアドレスを指定する必要があります。）

2 ［uuid］ボックスに、リストアする仮想マシンのUUIDを入力します。

3 ［vmSearch］ボックスに「true」と入力します。

4 残りのオプションは空欄にして、検索を開始します。

指定したUUIDを共有する仮想マシンが、［val］リストに表示されます。

5 各仮想マシンの管理対象オブジェクト参照リンクをクリックすると、名前とその他の詳細が表示
されます。

6 各仮想マシンが一意のUUIDを持つように、UUIDを変更します。

この手順についての詳細は、関連のVMwareドキュメントを参照してください。
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セレクション・ツリーのアイコンのリストア

仮想マシンの起動
仮想マシンのリ ス ト ア後、 電源オフ状態です。 この場合、 手動で再起動する必要があ り ます。 仮想マシンを起動
する と、 エラーの修正や、 正常にシャ ッ ト ダウン し なかった理由を記録し てお く よ う 求める メ ッ セージが表示さ
れる こ とがあり ます。 通常、 このメ ッ セージを無視し て標準のブー ト ・ オプシ ョ ンを選択する こ とができます。

名前を変更し た仮想マシンを起動する と、 仮想マシンを コ ピーし たのか、 移動し たのかを尋ねるダイアログ ・
ボ ッ クスが表示されます。 ［移動し ま し た］ オプシ ョ ンを選択し て、 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

代替 ESXi Server への仮想マシンの移動
1 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 からステ ッ プ 4 を実行し ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 VMware 環境に応じ て、 Plug-in for VMware ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで利用可

能なオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ク ラス タのセ ッ ト ア ッ プ ： 仮想マシンを ク ラス タ設定に移動するには、 ［仮想マシンを vCenter に

リ ス ト アする］ タ ブで以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ス タ ン ド アローン ESXi Server 設定 ： 仮想マシンをス タ ン ド アローン ESXi Server に移動するに

は、 ［仮想マシンをス タ ン ド アローン ESXi に リ ス ト ア］ ホス ト ・ タ ブを ク リ ッ ク し て、 以下のオ

プシ ョ ンを設定し ます。

表7. セレクション・ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン（停止したジョブのセーブセットに表示されます）

設定ファイル

NVRAMファイル

仮想マシンのディスク・ファイル

ディスク・エクステント情報ファイル

ログ・ファイル

カタログ・ファイル

オプション 説明

仮想マシンをvCenter
にリカバリする

仮想マシンまたは1台以上の仮想ドライブを同じvCenter Serverや別のサーバー

にリストアする場合は、このオプションを選択します。

代替データストア 仮想マシンのリストア先データストア名を指定します。このオプションの詳細
は、「代替データストア」を参照してください。

このオプションは、仮想マシンを移動するときに必要です。このジョブを指定
しない場合、リストア・ジョブが失敗します。
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4 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 5 からステ ッ プ 11 を実行し ます。

代替 vCenter Server への仮想マシンのリ

ス ト ア
仮想マシンを代替 VMware vCenter Server に リ ス ト アするには、 以下の手順に従います。

1 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 からステ ッ プ 4 を実行し ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

3 Plug-in for VMware ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで利用可能なオプシ ョ ンを設定し

ます。

オプション 説明

仮想マシンをスタン
ドアローンESXiホス

トにリカバリ

仮想マシン全体または1台以上の仮想ドライブをスタンドアローンのESXi 
Serverにリストアする場合は、このオプションを選択します。

代替データストア 仮想マシンのリストア先データストア名を指定します。このオプションの詳細
は、「代替データストア」を参照してください。

このオプションは、仮想マシンを移動するときに必要です。このジョブを指定
しない場合、リストア・ジョブが失敗します。

アドレス 代替ESXi ServerホストのIPアドレスまたはDNS名を入力します。

ポート番号 カスタム・ポート番号を使用する場合は、ここに入力します。カスタム・ポー
トを使用しない場合は、デフォルトのポート443が使用されます。

ユーザー名 ESXi Serverへのログインに使用するユーザー・アカウントを指定します。ユー

ザー・アカウントには仮想マシンを登録または作成する権限が必要です。

パスワード ユーザー・アカウントのパスワードを指定します。

メ モ ： vSphere 5 で導入された機能によ り、 vCenter Server によ って管理されている ESXi 5 ホス ト に仮想

マシンを直接リ ス ト アできな く な り ま し た。 そのよ う なホス ト に仮想マシンを直接リ ス ト アするには、 ま
ず、 そのホス ト と vCenter Server の関連付けを解除する必要があ り ます。

ESXi ServerとvCenter Serverの関連付けを解除するには：

1 vSphere Clientから、ESXi 5ホストに直接接続します。

2 インベントリ・パネルでホストを選択します。

3 右側のパネルで、［サマリ］をクリックします。

4 ［ホストとvCenter Serverの関連付けを解除］チェック・ボックスを選択します。

詳細は、関連するvSphereドキュメントを参照してください。
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4 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

5 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 5 からステ ッ プ 11 を実行し ます。

オプション 説明

代替リソース・プー
ル・パス

リソース・プールは、ESXi Serverホストまたはホストのクラスタが利用できる、

プロセッサおよびメモリ・リソースを表しています。これらのリソースは、ホ
ストが制御している個別の仮想マシンが利用できます。リソース・プールの量
は、 大値、 小値まで設定したり、または配分設定することも可能です。仮
想マシンを実行するには、リソース・プールを割り当てる必要があります。

デフォルトで、仮想マシンはリストア時に、自身の元のリソース・プールに割
り当てられます。仮想マシンを別のリソース・プールに割り当てるには、この
ボックスにターゲット・リソース・プールを指定します。リソース・プールを
指定するには、以下の形式を使用します。

/Pool-A/Pool-B/.../Pool<n>

ここでPool<n>はターゲット・リソース・プール、Pool-Aはルート・リソース・

プールの子、Pool-BはPool-Aの子、などのようになっています。この形式によ

り、階層内で任意の深度までリソース・プールを指定することができます。仮
想マシンをルートのリソース・プールに割り当てるには、「/」（スラッシュ）文

字を入力します。

以下の点に注意します。

• リソース・プールが指定されていない場合、仮想マシンは、自身の元の
リソース・プールに割り当てられます（バックアップ時）。

• リソース・プールが正しく指定されていなかったり、アクセス不可能
だった場合、プラグインはパス構造を逆方向にたどって正しいリソー
ス・プールを見つけます。そして、仮想マシンをパス内の 初の有効な
上位プールに割り当て、エラー・メッセージをログに出力します。 

代替データストア データストアは、仮想マシン・ファイルの保管場所を表しています。VMFSボ

リューム、ネットワーク接続型ストレージ、またはローカル・ファイル・シス
テム・パスを利用できます。データストアは、プラットフォームやホストに依
存しません。

仮想マシンのデータストアを変更するには、代替vCenterのリストア先データス

トア名を指定します。名前が正しいこと、およびESXi Serverホストがデータス

トアにアクセス可能であることを確認します。代替データストアを設定する場
合、仮想マシンに関連付けられたすべての仮想ドライブおよび設定ファイルが、
1つのデータストアにリストアされます。ターゲットのデータストアに、仮想マ

シンのファイルを保持するための十分な空き容量があることを確認します。

データストアが無効、アクセスできない、または仮想マシン・ファイルを格納
する十分な空き容量がない場合、リストアは失敗します。

代替ESXiホスト・ア

ドレス

デフォルトでは、このフィールドには現在のESXiホストのアドレスが自動入力

されます。仮想マシンを代替vCenterにリストアする場合は、このvCenterにの

み属しているESXiホスト・アドレスを指定します。

代替のvCenterアド

レス

代替vCenter Serverのサーバー・アドレスを入力します。

ポート番号 カスタム・ポート番号を使用する場合は、ここに入力します。カスタム・ポー
トを使用しない場合は、デフォルトのポート443が使用されます。

ユーザー名 vCenter Serverへのログインに使用するユーザー・アカウントを指定します。

ユーザー・アカウントには仮想マシンを登録または作成する権限が必要です。

パスワード ユーザー・アカウントのパスワードを指定します。
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リ ス ト ア中の仮想マシンの名前変更
既存のコ ピーを上書きせずに仮想マシンまたはその個別のデ ィ スク を リ ス ト アするために、 リ ス ト ア時に仮想マ
シンの名前を変更する こ とができます。 プ ラグイ ンは仮想マシンを作成し、 選択し たデ ィ スクの内容を リ ス ト ア
し ます。

1 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 からステ ッ プ 4 を実行し ます。

2 ターゲッ ト の仮想マシンを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］ を選択し ます。

3 ［リ ス ト ア変更］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［名前変更］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し、 対応するボ ッ ク
スに仮想マシンに付ける新規名を入力し ます。

名前の 大長は 80 文字です。 / \ ? * ： @ > < | " ? & などの特殊文字は使用する こ とはできません。 仮想

マシン名が 80 文字を超える場合、 または仮想マシン名に特殊文字を使用し た場合は、 エラーが報告され

ジ ョ ブは失敗し ます。

4 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ た後、 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内の対応する ノ ー ド が更新され、 仮想マシン
の新しい名前が表示されます。

5 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 5 からステ ッ プ 11 を実行し ます。

6 名前を変更し た仮想マシンを起動する と、 仮想マシンを コ ピーし たのか、 移動し たのかを尋ねるダイア
ログ ・ ボ ッ クスが表示されます。 ［移動し ま し た］ オプシ ョ ンを選択し て、 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ
ます。

イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プからの
フ ァ イルレベル ・ リ ス ト アの実行

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日順に表示されます。 列見出し を ク リ ッ クする こ と で、 別の列で並べ替え
た り、 並び順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り にある矢印はソー ト 順序を表し ています。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。
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2 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （vCenter、 Datacenter、 ESXi Host 
Cluster、 ESXi Server） を開いて、 セーブセ ッ ト 内に保管されている仮想マシン ・ イ メ ージを表示し ま

す。

5 フ ァ イルを リ ス ト アする イ メ ージを開きます。

6 ［ボリ ューム］ ノ ー ド を開きます。

7 デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リーを表示するには、 デ ィ スク ・ パーテ ィ シ ョ ンを開きます。

8 リ ス ト ア対象のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

9 リ ス ト ア し ている ターゲッ ト にリ ス ト ア される フ ァ イルを格納できる十分な空き容量がある こ と を確認
し ます。

10 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

11 Plug-in for VMware ［リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［フ ァ イルを リ ス ト ア］ タ ブを

ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

フィルタ 説明

クライアント 作成された特定のクライアントのセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［クライアント］ボックスをクリックしま
す。

2 ［クライアント選択］ダイアログ・ボックスでクライアントを選択しま
す。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

プラグイン・タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセットを表示します。デフォル
トでは［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［プラグイン・タイプ］ボックスをクリッ
クします。

2 リストから、プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは［任意］
が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［日付］ボックスをクリックします。

2 リストで、使用するオプションを選択します。

選択可能なオプションは、［過去24時間］、［先週］、［先月］、［過去6ヶ

月］、［去年］、［任意］です。

ジョブ 特定のジョブのために作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［ジョブ］ボックスをクリックします。

2 ［ジョブの選択］ダイアログ・ボックスでジョブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。
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12 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にク リ ッ ク し ます。

13 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

14 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択されている こ と
を確認し ます。

このク ラ イアン ト はデフ ォル ト で選択されています。 この設定は変更し ないよ う にし て く だ さい。

15 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

16 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

セレクション・ツリーのアイコンのリストア

オプション 説明

ファイルのリストア イメージレベル・バックアップからのファイルレベル・リストアを実行する場
合に、このオプションを選択します。

メモ： このオプションを選択せず、ターゲットに十分な容量がない場合、ジョ
ブは失敗します。

ターゲット・ディレ
クトリ

仮想マシンのディスクと設定ファイルのリストア先のディレクトリへのフル・
パスを入力します。ターゲット・ディレクトリは、Plug-in for VMwareが実行し

ているNetVault Backupクライアントに対してローカルに位置する必要がありま

す。現在の所、マップされたネットワーク・ドライブ、マウントされたネット
ワーク・シェア、およびUNCパスはサポートされていません。

ローカル・ディレクトリを指定したのか、またはリモート・ディレクトリを指
定したのかをプラグインが確認することはありません。指定されたパスにプラ
グインがアクセスできない場合、ジョブは失敗します。

表8. セレクション・ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン（停止したジョブのセーブセットに表示されます）

ボリューム

パーティション

設定ファイル

NVRAMファイル

仮想マシンのディスク・ファイル

ディスク・エクステント情報ファイル
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仮想マシン ・ デ ィ スクおよび設定フ ァ イ
ルのリ ス ト ア
イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プからの仮想マシン ・ デ ィ スクや設定フ ァ イルのリ ス ト アを実行するには、 以下の
セクシ ョ ンで説明する手順に従います。

• データのリ ス ト ア

• リ ス ト ア済みフ ァ イルからの仮想マシンのリ カバリ

データのリ ス ト ア
仮想マシン ・ デ ィ スク と設定フ ァ イルを リ ス ト アするには、 以下の手順を使用し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日順に表示されます。 列見出し を ク リ ッ クする こ と で、 別の列で並べ替え
た り、 並び順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り にある矢印はソー ト 順序を表し ています。

2 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

ログ・ファイル

カタログ・ファイル

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。

フィルタ 説明

クライアント 作成された特定のクライアントのセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［クライアント］ボックスをクリックしま
す。

2 ［クライアント選択］ダイアログ・ボックスでクライアントを選択しま
す。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

プラグイン・タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセットを表示します。デフォル
トでは［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［プラグイン・タイプ］ボックスをクリッ
クします。

2 リストから、プラグインを選択します。

表8. セレクション・ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明
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3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 デ ィ スク と設定フ ァ イルを リ ス ト アするイ メージを選択し ます。

5 リ ス ト ア し ている ターゲッ ト にリ ス ト ア される フ ァ イルを格納できる十分な空き容量がある こ と を確認
し ます。

6 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［Plug-in for VMware リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［フ ァ イルを リ ス ト ア］ タ ブを

ク リ ッ ク し て、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

日付 指定期間内に作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは［任意］
が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［日付］ボックスをクリックします。

2 リストで、使用するオプションを選択します。

選択可能なオプションは、［過去24時間］、［先週］、［先月］、［過去6ヶ

月］、［去年］、［任意］です。

ジョブ 特定のジョブのために作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［ジョブ］ボックスをクリックします。

2 ［ジョブの選択］ダイアログ・ボックスでジョブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

オプション 説明

ファイルのリストア イメージレベル・バックアップからのファイルレベル・リストアを実行する場
合に、このオプションを選択します。

メモ： このオプションを選択せず、ターゲットに十分な容量がない場合、ジョ
ブは失敗します。

フィルタ 説明
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8 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にク リ ッ ク し ます。

9 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

10 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択されている こ と
を確認し ます。

このク ラ イアン ト はデフ ォル ト で選択されています。 この設定は変更し ないよ う にし て く だ さい。

11 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

12 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

ターゲット・ディレ
クトリ

仮想マシンのディスクと設定ファイルのリストア先のディレクトリへのフル・
パスを入力します。ターゲット・ディレクトリは、Plug-in for VMwareが実行し

ているNetVault Backupクライアントに対してローカルに位置する必要がありま

す。現在の所、マップされたネットワーク・ドライブ、マウントされたネット
ワーク・シェア、およびUNCパスはサポートされていません。

ローカル・ディレクトリを指定したのか、またはリモート・ディレクトリを指
定したのかをプラグインが確認することはありません。指定されたパスにプラ
グインがアクセスできない場合、ジョブは失敗します。

リストアした仮想
ディスクの分割

このオプションは、仮想ドライブ・ファイルをローカル・ファイル・システム
にリストアする場合に使用できます。このチェック・ボックスを選択すると、
プラグインによって、.vmdkファイルが複数の2 GiBのファイルに分割されます。

このチェック・ボックスを選択しないと、.vmdkファイルが単一のディスク・

ファイルとしてリストアされます。

このオプションは、Plug-in for VMware 10.0.5以降を使用して作成したバック

アップでのみ使用可能です。Plug-in for VMware 10.0.1以前のバージョンを使用

して作成したバックアップをリストアする際に強制的にこの分割操作を行うに
は、vmware.cfgファイルにこのオプションを設定します。

1 vmware.cfgファイルを任意のテキスト・エディタで開きます。

このファイルは、Windowsでは<NetVault Backup home>\config、Linuxで

は<NetVault Backup home>/configにあります。

2 以下の行を追加します。

[Custom:RestoreSplitVMDK]
Value=TRUE

3 ファイルを保存します。

［Plug-in for VMwareリストア・オプション］ダイアログ・ボックスでこのオプ

ションを設定した場合は、vmware.cfgファイルの設定より優先されます。

オプション 説明
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セレクション・ツリーのアイコンのリストア

リ ス ト ア済みフ ァ イルからの仮想マシンのリ カバリ
仮想マシンのデ ィ スク と設定フ ァ イルを リ ス ト ア し たら、 VMware vCenter Converter Standalone ク ラ イアン ト

で、 リ ス ト ア し た .vmx フ ァ イルと .vmdk フ ァ イルを使用し て、 仮想マシンを作成できます。 VADP リ カバリ後

は、 .vmx フ ァ イルを編集し て、 リ ス ト ア済み .vmdk フ ァ イルのデ ィ スク ・ パス と一致させる必要があり ます。

詳細は、 関連する VMware vCenter Converter Standalone ク ラ イアン ト のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

VCBバックアップからの仮想マシンのリカバリ

リ ス ト ア先 VMware サーバーへ仮想マシン ・ フ ァ イルを リ ス ト アするには、 VMware vCenter Converter 
Standalone ク ラ イアン ト ・ ウ ィ ザー ド を起動し ます。 仮想マシンのリ カバリ を完了するには、 手順に従います。

［ソースのタ イプを選択］ ド ロ ッ プダウン ・ メ ニューが表示されたら、 ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージまたはサー ド
パーテ ィ 仮想マシン］ を選択し ます。 また、 ［仮想マシン ・ フ ァ イル］ オプシ ョ ンでは、 「.vmx」 フ ァ イルを選

択し ます。

vCenter Converterを使用したVADPバックアップからの仮想マ

シンのリカバリ
仮想マシンを リ カバリするには、 .vmx フ ァ イルを編集し てデータ ス ト アのパスを、 リ ス ト ア し た .vmdk フ ァ イ

ルを反映するよ う に修正する必要があり ます。

データ ス ト アのパスを変更するには ：

1 仮想マシン ・ フ ァ イルがリ ス ト ア された ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ に移動し、 仮想ド ラ イブのフ ァ イル
名を メ モ し ます。

VADP バッ クア ッ プに対し て ［仮想マシンのフ ァ イルのみリ ス ト ア］ を実行し たと き生成される フ ァ イル

の例を以下に示し ます。

MyVirtualMachine.vmx
scsi0-0-MyVirtualMachine.vmdk
scsi0-0-MyVirtualMachine-s001.vmdk
VirtualMachineConfigInfo

表9. セレクション・ツリーのアイコンのリストア

アイコン 説明

仮想マシン

失敗した仮想マシン（停止したジョブのセーブセットに表示されます）

設定ファイル

NVRAMファイル

仮想マシンのディスク・ファイル

ディスク・エクステント情報ファイル

ログ・ファイル

カタログ・ファイル
Quest NetVault Backup Plug-in for VMware 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア
66



2 .vmx フ ァ イルを開きます。

3 仮想ド ラ イブの関連フ ァ イルを修正し ます。

た と えば、 以下のエン ト リ を修正し ます。

scsi0:0.fileName = “MyVirtualMachine-000001.vmdk”
この内容は、 リ ス ト ア時に生成された .vmdk フ ァ イルと一致し ている必要があり ます。

scsi0:0.fileName = “scsi0-0-MyVirtualMachine.vmdk”
4 .vmx フ ァ イルを修正し たら、 VMware vCenter Converter Standalone ク ラ イアン ト ・ ウ ィ ザー ド を開始

し て、 仮想マシンを作成し ます。

5 仮想マシンのリ カバリ を完了するには、 手順に従います。

6 ［ソースのタ イプを選択］ ド ロ ッ プダウン ・ メ ニューが表示されたら、 ［VMware Workstation またはそ

の他の VMware 仮想マシン］ を選択し ます。

7 ［仮想マシン ・ フ ァ イル］ オプシ ョ ンでは、 「.vmx」 フ ァ イルを選択し ます。

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名または正規表現を使用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができます。

カ タログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページの ［検索］

ボタンの近 く にある電球アイ コンをク リ ッ ク します。 カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で使用される正規表現構文に

対応しています。 Elasticsearch の詳細については、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照して く ださい。 カ タ

ログ検索の詳細については、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して く ださい。

セーブセ ッ ト のデータ ・ アイテムを検索するには

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで POSIX （Portable Operating System Interface for 
Unix） の正規表現を使用するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［従来の検索方法］ ： カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ タ ログ化されていないセーブセ ッ ト の両
方が検索に含まれている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］
を選択している場合は、従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］に
チェックが付いていない場合は、カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数のセーブセ ッ ト で検索を行う には、 該当するセーブセ ッ ト を選択し て ［検索］ を ク リ ッ ク

し ます。

セーブセ ッ ト を選択し ていない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
には、 指定し たフ ァ イルまたはデータ ・ アイテムを含むセーブセ ッ ト が表示されます。

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。

1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。

メ モ ： 記事 http://kb.vmware.com/kb/1019286 に記載されているシナ リ オによる と、 .vmx フ ァ イルはバッ

クア ッ プ されませんが、 .vmdk フ ァ イルは使用可能です。
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5 ［選択し た項目のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

6 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 5 からステ ッ プ 11 を実行し ます。

メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［メ デ ィ ア ・ リ ス ト ］ オプシ ョ ンを使用する と、 バッ

クア ッ プの保存に使用する メ デ ィ ア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バッ クア ッ プのデータ ・ セグ メ
ン ト およびイ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト についての詳細を表示できます。

1 ［リ ス ト ア ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 目的のセーブセ ッ ト を選択し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 情報］ で ［メ デ ィ ア一覧］ を ク リ ッ ク し ます。

表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バッ クア ッ プ ・ サイズ ： セーブセ ッ ト の合計サイズがバイ ト 数で表示されます。

▪ データ ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグ メ ン ト を含む メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト 数、 終了バイ ト 数、 メ デ ィ アの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト を含む メ
デ ィ ア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベルおよび メ デ ィ アの場所を参照
できます。

3 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。
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8

フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ
ス ト ア

• フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト アについて

• 共有ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブを使用し たフ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• Plug-in for FileSystem を使用し たフ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア

• セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索

• メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示

フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス
ト アについて

Plug-in for VMware を利用し たフ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト アには、 以下の方法があ り ます。

• 共有ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブを使用し た リ ス ト ア ： この方法では、 仮想マシン内で実行し ている
NetVault Backup ク ラ イアン ト のイ ンス タ ンスは必要あ り ません。 リ ス ト アはプ ラグイ ン ・ ホス ト にイ ン

ス ト ールされた Plug-in for FileSystem を使用し て、 仮想マシン上の共有ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブへ実行

されます。 Plug-in for FileSystem は NetVault Backup ク ラ イアン ト に自動でイ ンス ト ールされるため、 こ

のタ イプのリ ス ト ア方法では追加のソ フ ト ウ ェ アは不要です。

• ネイテ ィ ブの Plug-in for FileSystem を使用し た リ ス ト ア ： この方法は、 NetVault Backup ク ラ イアン ト

のイ ンス タ ンスがすでに仮想マシン内で実行中の場合に適し ています。 このため、 仮想マシンは、 フ ァ
イル ・ システムのリ ス ト ア時に、 その他の物理 NetVault Backup ク ラ イアン ト と同様に処理されます。

共有ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブを使用し た
フ ァ イル ・ レベル ・ バッ クア ッ プのリ ス
ト ア

仮想マシン上の共有フ ォルダにフ ァ イルレベルのバッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 以下のセクシ ョ ンで概説す
る手順に従います。

• ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アの設定

• データのリ ス ト ア

メ モ ： 仮想互換モー ド の RDM （Raw Device Mapping） デ ィ スクが元の RDM ではな く 、 フ ラ ッ ト な

.vmdk フ ァ イルにリ ス ト ア されます。 代替手段と し て、 リ ス ト ア時はこれらの RDM デ ィ スク を除外し て

く だ さい。
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ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アの設定
NetVault Backup ク ラ イアン ト と ターゲッ ト の仮想マシン との間でネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを作成するには、 以下

の手順を使用し ます。

1 ターゲッ ト の仮想マシン上で、 フ ォルダ用に共有プロパテ ィ を設定し ます。

2 NetVault Backup サーバーで、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト

の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで、 プラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク

ラ イアン ト を開いて、 次に ［File System］ を開きます。

4 ［ネ ッ ト ワーク共有］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［ネ ッ ト ワークシ ェ アを追加する］
を選択し ます。

5 ［新しいネ ッ ト ワークシ ェ アを追加する］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の形式で共有ド ラ イブのフ ァ イ
ル ・ パスを指定し ます。

\\<IP ア ド レスまたは接続可能なネ ッ ト ワーク名 >\< シ ェ ア名 >\
6 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アを追加し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［ネ ッ ト ワーク共有］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［接続する］ を選択し ます。

8 ［接続の詳細］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［ド メ イ ン］ ： 共有フ ォルダが存在するシステムの Windows ド メ イ ン名を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： ド メ イ ン管理者のユーザー名を入力し ます。 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのバッ クア ッ
プは、 リ ス ト ア時にフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リの権限をすべて取得できるよ う に、 ド メ イ ン管
理者のアカウン ト を使用し て実行する必要があ り ます。 管理者グループに属するユーザーには、
ド メ イ ン管理者の権限はあり ません。

▪ パスワー ド ： ユーザー ・ アカウン ト のパスワー ド を指定し ます。

9 接続の詳細を保存し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データのリ ス ト ア
フ ァ イルレベル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 次の手順を使用し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日順に表示されます。 列見出し を ク リ ッ クする こ と で、 別の列で並べ替え
た り、 並び順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り にある矢印はソー ト 順序を表し ています。

2 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

メ モ ： バッ クア ッ プ用に非ド メ イ ン管理者アカウン ト を設定し た場合、 リ ス ト ア後に手動で
フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ権限を設定する必要があ り ます。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。
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3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

4 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アする フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

5 リ ス ト アする フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］
を選択し ます。

6 ［再配置］ ボ ッ クスに、 ネ ッ ト ワーク ・ シ ェ アのパスを入力し ます。

7 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 以下の項目を設定し ます。

フィルタ 説明

クライアント 作成された特定のクライアントのセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［クライアント］ボックスをクリックしま
す。

2 ［クライアント選択］ダイアログ・ボックスでクライアントを選択しま
す。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

プラグイン・タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセットを表示します。デフォル
トでは［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［プラグイン・タイプ］ボックスをクリッ
クします。

2 リストから、プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは［任意］
が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［日付］ボックスをクリックします。

2 リストで、使用するオプションを選択します。

選択可能なオプションは、［過去24時間］、［先週］、［先月］、［過去6ヶ

月］、［去年］、［任意］です。

ジョブ 特定のジョブのために作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［ジョブ］ボックスをクリックします。

2 ［ジョブの選択］ダイアログ・ボックスでジョブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

メ モ ： 通常の増分または差分バッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プ ・ シーケンス （初回のフル ・ バッ
クア ッ プおよび後続の増分または差分バッ クア ッ プ） に含まれていたすべてのフ ァ イルが選択ツ
リーに表示されます。 ダンプ ・ タ イプの増分または差分バッ クア ッ プの場合、 選択し たサーブセ ッ
ト 内にバッ クア ッ プ されたフ ァ イルのみが表示されます。

メ モ ： 仮想互換モー ドの RDM （Raw Device Mapping） デ ィ スクが元の RDM ではな く 、 フ ラ ッ ト

な .vmdk フ ァ イルに リ ス ト ア されます。 代替手段と し て、 リ ス ト ア時はこれらの RDM デ ィ スク を

除外し て く だ さい。

メ モ ： 上記のステ ッ プ 5 およびステ ッ プ 6 を実行し ない場合、 データは仮想マシンの共有フ ォルダではな

く 、 NetVault Backup ク ラ イアン ト に リ ス ト ア されます。
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8 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にク リ ッ ク し ます。

9 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

10 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択されている こ と
を確認し ます。

このク ラ イアン ト はデフ ォル ト で選択されています。 この設定は変更し ないよ う にし て く だ さい。

11 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

12 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

表10. Plug-in for FileSystemのリストア・オプション

オプション 説明

新ファイルを上書
き

デフォルトでは、リストア先の既存のファイルは、セーブセット内のバック
アップされたファイルで上書きされます。

既存のファイルを上書きしない場合は、このチェック・ボックスの選択を解除
します。

ファイルのタイムス
タンプをリセット

デフォルトでは、リストアされたファイルのタイムスタンプは、バックアップ・
セーブセットに記録されているタイムスタンプにリセットされます。

現在のタイムスタンプでファイルをリストアする場合は、このチェック・ボッ
クスの選択を解除します。

ディレクトリのタイ
ムスタンプをリセッ
ト

デフォルトで、ディレクトリは現在のタイムスタンプでリセットされます。

セーブセットに記録されているタイムスタンプにリセットする場合は、この
チェック・ボックスを選択します。このオプションを使用するには、［ファイル
のタイムスタンプをリセット］チェック・ボックスも選択する必要があります。

バックアップ中に変
更されたファイルを
リストア

バックアップ中に「in flux」とマークされたファイルをリストアするには、この

チェック・ボックスを選択します。

リストア・ログのパ
ス

リストア・ログ・ファイルを作成する場合に、ファイル名を入力します。この
ログには、リストア対象として選択されたファイルの一覧が記録されます。正
常にリストアされたファイルには「o」、それ以外のファイルには「x」マークが

付けられます。既存のファイル名を指定した場合、既存のファイルは上書きさ
れます。ログ・ファイルはCSVファイル形式で作成され、ファイル・サイズ、

変更日、ファイル・タイプなどの詳細が含まれています。

エクスクルージョ
ン・リストのパス

エクスクルージョン・リストを使用する場合は、ファイルへのフル・パスを入
力します。

エクスクルージョン・リストについての詳細は、『Quest NetVault Backup Plug-in 
for FileSystemユーザーズ・ガイド』を参照してください。

メ モ ： 本プ ラグイ ンは、 仮想マシン上の共有ネ ッ ト ワーク ・ フ ォルダにデータ を リ ス ト ア し ます。 リ ス ト
ア し たフ ァ イルは、 終的な ターゲッ ト ・ リ ス ト ア先に手動で移動する必要があ り ます。
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Plug-in for FileSystem を使用し たフ ァ イ

ル ・ レベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア
ネイテ ィ ブの Plug-in for FileSystem を使用し たフ ァ イルレベルのバッ クア ッ プを リ ス ト アするには、 以下で概

説する手順に従います。

• 前提条件

• データのリ ス ト ア

前提条件
データのリ ス ト アを開始する前に、 以下の必要条件を満た し ている こ と を確認し て く だ さい。

• ターゲッ ト 仮想マシン内に NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールする こ と。 詳細

は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト ール ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• NetVault Backup サーバーにク ラ イアン ト を追加する こ と。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニ

ス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

データのリ ス ト ア
リ ス ト アするデータ を選択するには、 以下の手順を使用し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト
ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

セーブセ ッ ト ・ リ ス ト は作成日順に表示されます。 列見出し を ク リ ッ クする こ と で、 別の列で並べ替え
た り、 並び順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り にある矢印はソー ト 順序を表し ています。

2 セーブセ ッ ト ・ リ ス ト を フ ィ ルタ リ ングするには、 以下のフ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。
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3 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

4 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アする フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

5 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 適切な設定を行います。

詳細は、 「Plug-in for FileSystem のリ ス ト ア ・ オプシ ョ ン」 を参照し て く だ さい。

6 設定を保存するには、 ［保存］、 ［次へ］ を順にク リ ッ ク し ます。

7 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況の監視でジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 ラテン語以外の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

8 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 ターゲッ ト 仮想マシンを選択し ます。

9 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。

これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し

て く だ さい。

フィルタ 説明

クライアント 作成された特定のクライアントのセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［クライアント］ボックスをクリックしま
す。

2 ［クライアント選択］ダイアログ・ボックスでクライアントを選択しま
す。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

プラグイン・タイプ 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセットを表示します。デフォル
トでは［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［プラグイン・タイプ］ボックスをクリッ
クします。

2 リストから、プラグインを選択します。

日付 指定期間内に作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは［任意］
が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［日付］ボックスをクリックします。

2 リストで、使用するオプションを選択します。

選択可能なオプションは、［過去24時間］、［先週］、［先月］、［過去6ヶ

月］、［去年］、［任意］です。

ジョブ 特定のジョブのために作成されたセーブセットを表示します。デフォルトでは
［任意］が選択されています。

1 このフィルタを使用するには、［ジョブ］ボックスをクリックします。

2 ［ジョブの選択］ダイアログ・ボックスでジョブを選択します。

3 ダイアログ・ボックスを閉じるには、［OK］をクリックします。

メ モ ： 通常の増分または差分バッ クア ッ プの場合、 バッ クア ッ プ ・ シーケンス （初回のフル ・ バッ
クア ッ プおよび後続の増分または差分バッ クア ッ プ） に含まれていたすべてのフ ァ イルが選択ツ
リーに表示されます。 ダンプ ・ タ イプの増分または差分バッ クア ッ プの場合、 選択し たサーブセ ッ
ト 内にバッ クア ッ プ されたフ ァ イルのみが表示されます。

重要： ［クライアント指定］リストで仮想マシンを選択しない場合、データはプラグインがインス
トールされているクライアントにリストアされます。
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10 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［実行］ を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示す
る こ とができます。 これらの機能についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名または正規表現を使用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができます。

カ タ ログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 - セーブセ ッ ト の選択］ ページの

［検索］ ボタ ンの近 く にある電球アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で使用される正

規表現構文に対応し ています。 Elasticsearch の詳細については、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索について詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださ

い。

セーブセ ッ ト のデータ ・ アイテムを検索するには

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで Elasticsearch の代わり に POSIX 正規表現を使用

するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［従来の検索方法］ ： カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ タ ログ化されていないセーブセ ッ ト の両
方が検索に含まれている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］
を選択している場合は、従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］に
チェックが付いていない場合は、カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数のセーブセ ッ ト で検索を行う には、 該当するセーブセ ッ ト を選択し て ［検索］ を ク リ ッ ク

し ます。

セーブセ ッ ト を選択し ていない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
では、 指定し たフ ァ イルまたはデータ項目を含むセーブセ ッ ト を表示し て、 フ ィ ルターをかける こ とが
できます。

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。

1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。 

5 ［選択し た項目のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

6 「データのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 5 からステ ッ プ 12 を実行し ます。
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メ デ ィ ア ・ リ ス ト の表示
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［メ デ ィ ア ・ リ ス ト ］ オプシ ョ ンを使用する と、 バッ

クア ッ プの保存に使用する メ デ ィ ア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バッ クア ッ プのデータ ・ セグ メ
ン ト およびイ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト についての詳細を表示できます。

1 ［リ ス ト ア ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 目的のセーブセ ッ ト を選択し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 情報］ で ［メ デ ィ ア一覧］ を ク リ ッ ク し ます。

3 表示されるダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の詳細情報を参照し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ サイズ ： セーブセ ッ ト の合計サイズがバイ ト 数で表示されます。

▪ データ ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグ メ ン ト を含む メ デ ィ ア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベル、 メ デ ィ ア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト 数、 終了バイ ト 数、 メ デ ィ アの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 イ ンデッ クス ・ セグ メ ン ト を含む メ
デ ィ ア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メ デ ィ ア ・ ラベルおよび メ デ ィ アの場所を参照
できます。

4 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• 一般的なエラー

• 仮想マシンの問題の診断

• SOAP メ ッ セージ

• VDDK ログの生成

一般的なエラー
このセクシ ョ ンでは一般的なエラーと その解決方法について記述し ます。 ト ピ ッ クは以下のとお り です。

• NetVault Backup サービスで Windows の開始が失敗する

• マシンの再起動後に NetVault Backup サービスの開始が失敗する

• Linux で NetVault Backup サービスは始まるが、 すぐに停止する

• プ ラグイ ンの Linux Hybrid バージ ョ ンが 64 ビ ッ ト OS で実行されない

• バッ クア ッ プ中にク ラ ッ シュが発生する

• CBT を使用し たイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プが失敗する

• 複数のバッ クア ッ プが同じデータ ス ト アにアクセスする と、 SAN 転送がエラーを報告する

• RHEL 7 および RHEL 6 でのデフ ォル ト の SCSI コ ン ト ローラ ・ タ イプ

• フ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プでは、 リパース ・ ポイ ン ト のデータ をバッ クア ッ プできない

• SAN 転送使用時に リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する

• リ ス ト ア ・ ジ ョ ブで仮想マシンのサーバー ・ イ ンベン ト リへの追加に失敗する

• イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 デ ィ スク ・ タ イプが必ずシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニン
グの Eager Zeroed になって し ま う

• vSphere FT で保護されている仮想マシンのバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが断続的に失敗する

NetVault BackupサービスでWindowsの開始が失敗する

説明

Windows ベースの NetVault Backup サーバーで、 NetVault Backup サービスの開始が失敗する。

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアで以下のメ ッ セージを確認し ます。 PDT FATAL: lock file "postmaster.pid" already 
exists.
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解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault Backup は起動で

きません。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所にある 「postmaster.pid」 を削除し て、

NetVault Backup サーバーを再起動し ます。

マシンの再起動後にNetVault Backupサービスの開始が失敗する

説明

マシンの再起動後、 Windows ベースの NetVault Backup サーバーで、 NetVault Backup サービスの開始に失敗す

る こ とがある。

症状

Windows イベン ト ・ ビ ューアで以下のメ ッ セージを確認し ます。 FATAL: could not create any TCP/IP sockets " 
for a PostgreSQL source

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動し ていないと、 NetVault Backup は起動で

きません。 この問題に対処するには、 タ スク ・ マネージャ を開始し て、 ［全ユーザーのプロセスを表示する］ を
ク リ ッ ク し ます。 システム上で postgres32.exe の複数のイ ンス タ ンスが動作し ている こ と を確認できます。

postgres32.exe のすべてのイ ンス タ ンスを削除するには、 このプロセスの任意のイ ンス タ ンスを選択し、 ［プロ

セスの終了］ を ク リ ッ ク し ます。 NetVault Backup サービスを開始し ます。

LinuxでNetVault Backupサービスは始まるが、すぐに停止する

説明

Linux ベース ・ マシンで、 NetVault Backup サービスが始ま った直後に停止する。

症状

エラー ・ メ ッ セージは表示されません。

解決方法

Postgres サービスがホス ト名 localhost を解決できず、 開始できない場合に、 この問題が発生するこ とがあり ます。

/etc/hosts フ ァ イルを確認し ます。 フ ァ イルに localhost のエン ト リが含まれていない場合は、 そのエン ト リ を

追加し ます。

プラグインのLinux Hybridバージョンが64ビットOSで実行さ

れない

説明

Linux Hybrid バージ ョ ンのプ ラグイ ンは、 64 ビ ッ ト 専用オペレーテ ィ ング ・ システムで実行されない。

症状

このプ ラグイ ンを開 く こ とができず、 「No Error. （エラーはあ り ません。）」 とい う メ ッ セージが表示されます。
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解決方法

64 ビ ッ ト 専用オペレーテ ィ ング ・ システムでは、 プ ラグイ ンに必要な、 一部の一般的な 32 ビ ッ ト のラ イブ ラ リ

がイ ンス ト ールされません。

この問題を修正するには、 以下の手順を実行し ます。

1 ター ミ ナル ・ セ ッ シ ョ ンを起動し、 /usr/netvault/bin に移動し ます。

2 不足し ている ラ イブ ラ リ を リ ス ト するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

ldd nvvmware | egrep -i “missing|not found”
3 適切なパッ ケージマネージャ を使用し て、 不足し ている 32 ビ ッ ト ラ イブラ リ を イ ンス ト ールし ます。

バックアップ中にクラッシュが発生する

説明

バッ クア ッ プ中に、 プ ラグイ ンからエラーが報告され応答し な く なる。

症状

プ ラグイ ンが、 NetVault Backup ログの以下のエラーで失敗する。

VM のデ ィ スク [XXXXXXX]xxx/xxxxxxxxx. vmdk' のデータ を メ デ ィ アにバッ クア ッ プ中 : 「Job マネージャが

メ ッ セージ チャ ンネルを予期せずに失いま し た」

ト レース ・ ログには以下のメ ッ セージが記録される。

Cannot open library: libexpat.so.0: cannot open shared object file in vixDiskLib-16642.log.

解決方法

この問題を修正するには、 /usr/lib デ ィ レ ク ト リ に移動し、 以下のシンボリ ッ ク ・ リ ン ク を作成し ます。

ln -s /lib/libexpat.so.1.5.2 libexpat.so.0

CBTを使用したイメージ・レベルのバックアップが失敗する

説明

CBT を有効にし たイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プでエラーが報告され、 失敗する。

症状

プ ラグイ ンが、 NetVault Backup ログの以下のエラーで失敗する。

Failed to get changed disk areas.

解決方法

この問題は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト が存在する仮想マシンで CBT が有効になっている場合に発生し ます。 CBT を有

効にする前から存在し ているスナ ッ プシ ョ ッ ト には、 changeId パラ メ ータは設定されていません。 そのため、

QueryChangedDiskAreas API を呼び出すと エラーが発生し ます。 詳し く は、

http://kb.vmware.com/kb/1033816 を参照し て く ださい。

この問題を修正するには、 次のどち らかの手順を実行し ます。

• ［VM に対し て CBT （Changed Block Tracking） を有効化］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択する前に、 仮想

マシンにスナ ッ プシ ョ ッ ト がひとつも存在し ないこ と を確認し て く だ さい。

メ モ ： 一部のラ イブ ラ リは、 パス $NV_HOME/dynlib/vddk/ から動的にロー ド されます。 これらのラ イ

ブ ラ リが不足し ている と リ ス ト されても、 対処する必要はあ り ません。
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— または —

• ［CBT のリ セ ッ ト ］ オプシ ョ ンを使用し ます。 このオプシ ョ ンは仮想マシンの CBT を再設定し、 前に失

敗し た CBT を有効にし たバッ クア ッ プの実行を可能にし ます。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「仮想マシン

の CBT のリセット」 を参照し て く だ さい。

複数のバックアップが同じデータストアにアクセスすると、
SAN転送がエラーを報告する

説明

複数のバッ クア ッ プ ・ プロセスが同じデータ ス ト アにアクセス し ている場合、 Linux ベースのク ラ イアン ト は、

SAN 転送モー ド を使用し た仮想ド ラ イブのコ ンテンツの読み取り に失敗する こ とがある。

症状

SAN 転送モー ド を使用し たバッ ク ア ッ プ時に、 次のエラーが報告される。

San transport error: I/O Operation failed.

Error: 指定されたパラ メ ータの 1 つが無効です。

解決方法

このエラーは、 SCSI 予約の衝突の処理中に Linux カーネルで障害が発生する と起こ り ます。

このエラーは以下のシステムで発生し ます。

• Red Hat Enterprise Linux （RHEL） 6.1 以前のバージ ョ ン

• SUSE Linux Enterprise Server （SLES） 11.1 以前のバージ ョ ン

この問題を修正するには、 カーネルのバージ ョ ンを、 RHEL の場合は 2.6.32-220 以降に、 SLES の場合は 3.0.13
以降に、 それぞれア ッ プグレー ド し ます。

RHEL 7およびRHEL 6でのデフォルトのSCSIコントローラ・

タイプ

説明

RHEL 7 または RHEL 6 をゲス ト OS と し て仮想マシンを作成する と き、 SCSI コ ン ト ローラ ・ タ イプは、 デ

フ ォル ト で ［VMware 準仮想化］ に設定されます。 バッ クア ッ プ ・ プロキシまたはバッ クア ッ プ ・ ターゲッ ト が

準仮想化 SCSI コ ン ト ローラ を使用し ている場合、 HotAdd 転送モー ドは機能し ません。

症状

N/A

解決方法

HotAdd 転送モー ド を使用するには、 仮想マシンを作成する と きに、 SCSI コ ン ト ローラ ・ タ イプを ［LSI ロジ ッ

ク ・ パラ レル］ または ［LSI ロジ ッ ク SAS］ に設定し ます。 この設定についての詳細は、 関連の VMware ド

キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。

Quest では、 新しいコ ン ト ローラ ・ タ イプで正常に動作する こ と を確認せず既存の仮想マシンの SCSI コ ン ト

ローラ ・ タ イプを変更する こ とはお勧めし ません。
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ファイル・レベルのバックアップでは、リパース・ポイントの
データをバックアップできない

説明

フ ァ イルレベルのバッ クア ッ プ方法では、 リパース ・ ポイ ン ト からデータ をバッ クア ッ プできない。

症状

ゲス ト OS 上のリパース ・ ポイ ン ト と し てマウン ト されているデ ィ スクが、 フ ァ イルレベル ・ バッ クア ッ プに含

まれている場合、 バッ クア ッ プはエラーや警告を伴わず正常に完了する。 しかし、 実際にはプ ラグイ ンは、 リ
パース ・ ポイ ン ト のデータ をバッ クア ッ プ し ない。 リバース ・ ポイ ン ト は、 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページ

に空のノ ー ド と し て一覧表示される。

解決方法

VMware API は、 このバッ クア ッ プ ・ タ イプをサポー ト し ていません。

対処法 ：

• ゲス ト OS に NetVault Backup ク ラ イアン ト を イ ンス ト ールし、 リパース ・ ポイ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ を含

めて Plug-in for FileSystem を使用し てバッ クア ッ プを実行する。

— または —

• リパース ・ ポイ ン ト の代わり に ド ラ イブ文字を割り当ててデ ィ スク をマウン ト する。 その後、 新規ド ラ
イブ文字を ターゲッ ト と し てバッ クア ッ プを作成する。

SAN転送使用時にリストア・ジョブが失敗する

説明

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する。

症状

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが以下のエラーを伴って失敗する。

ログ ・ メ ッ セージ ：

VM のデ ィ スク ・ データ を リ ス ト アできませんで し た

ログ内容 ：

Failed to open vmdk VDDK error encountered: code 13

Retrieving error message text VDDK error message is ‘You do not have access rights to this file’

Disk data restore failed for ‘[datastore]VirtualMachineName/ VitrualDiskName.vmdk’

解決方法

Plug-in for VMware を実行し ている NetVault Backup ク ラ イアン ト は、 SAN にアクセスできないこ とがあ り ま

す。 これを検証するには、 NBD 転送モー ド を使用する必要があり ます。 このモー ド で リ ス ト アが正常に完了し

た場合、 SAN 接続に関する問題である こ と を示し ます。

SAN 転送モー ド を使用するには、 NetVault Backup ク ラ イアン ト が VMFS LUN へ SAN 接続できる必要があり ま

す。 LUN がアクセス可能である こ と、 および SAN が正し く 設定されている こ と を確認する必要があ り ます。
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リストア・ジョブで仮想マシンのサーバー・インベントリへの
追加に失敗する

説明

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが失敗する。

症状

リ ス ト ア ・ ジ ョ ブが以下のエラーを伴って失敗する。

ログ ・ メ ッ セージ ：

Vm を ターゲッ ト ・ サーバーのイ ンベン ト リ に追加できませんで し た。

ログ内容 ：

Fault string is 'Invalid configuration for device '3'.

解決方法

このエラーが発生し た場合、 ト レースを有効化し てから リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを再実行し ます。 ジ ョ ブが完了し た
ら、 vmw<nnn>_soaprecv.log とい う名前のフ ァ イルを開き、 以下の内容に類似し た XML メ ッ セージ

<WaitForUpdatesExResponse> が含まれているかど うかを確認し ます。

<val xsi:type="LocalizedMethodFault">
<fault xsi:type="InvalidDeviceSpec">
<property>deviceChange[3].device.backing.fileName
</property>
<deviceIndex>3</deviceIndex>
</fault>
<localizedMessage>Invalid configuration for device &apos;3&apos;.</localizedMessage>
</val>
見つかった場合は、 このバッ クア ッ プには CD または DVD ド ラ イブに無効な設定が含まれている こ と を意味し

ます。

この問題を解決するには ：

1 vmware.cfg フ ァ イルをテキス ト ・ エデ ィ タ で開きます。

このフ ァ イルは、 Windows では <NetVault Backup home>\config、 Linux では <NetVault Backup 
home>/config にあり ます。

2 次のエン ト リの値に True を設定し ます。

[Custom:ReconfigureVirtualCdromDevices]
Value=True
（このエン ト リのデフ ォル ト 値は False です。）

3 フ ァ イルを保存し ます。

4 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを再実行し ます。

ジ ョ ブは正常に完了し ます。 初のバッ クア ッ プ時に、 CD または DVD ド ラ イブを 「Host Device」 また

は 「Datastore ISO File」 タ イプに設定し た場合、 これらは 「Client Device」 タ イプへ再設定されます。

このログにおける警告メ ッ セージには、 再設定されたデバイスのリ ス ト が含まれます。 ログ内容には元
の設定も含まれます。 ログ内容を表示するには、 ［詳細情報］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

5 仮想マシンのリ ス ト ア後は、 [Custom:ReconfigureVirtual CdromDevices] パラ メ ータ を False にリ

セ ッ ト し ます。
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イメージ・レベルのバックアップをリストアすると、ディス
ク・タイプが必ずシック・プロビジョニングのEager Zeroedに

なってしまう

説明

仮想マシンのリ ス ト アを行う と、 シン ・ プロビジ ョ ニングまたはシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングの Lazy Zeroed の仮

想ド ラ イブがシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングの Eager Zeroed に自動的に変換されて し まいます。

症状

デ ィ スクのプロビジ ョ ニング ・ タ イプに関係な く 、 CBT を有効にし ていないイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プ

は、 常にフル ・ デ ィ スクのバッ クア ッ プを作成し ます。 リ ス ト ア中に、 .vmdk フ ァ イルは完全に上書き され、

VMware によ ってシン ・ プロビジ ョ ニングまたはシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニング Lazy Zeroed のド ラ イブはシ ッ ク ・

プロビジ ョ ニング Eager zeroed に自動的に変換されます。

解決方法

リ ス ト ア中に ド ラ イブの元のタ イプを維持するには、 ［VM に対し て CBT （Changed Block Tracking） を有効

化］ オプシ ョ ンがバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで有効になっている こ と を確認し ます。 詳細は、 「バッ クア ッ プ戦略の
策定」 を参照し て く だ さい。

vSphere FTで保護されている仮想マシンのバックアップ・ジョ

ブが断続的に失敗する

説明

VMware vSphere フ ォール ト ・ ト レ ラ ンス （vSphere FT） を使用し て保護されている仮想マシンをバッ クア ッ プ

する と、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗し ます。

症状

ジ ョ ブが失敗し、 次が報告されます。 レガシーのフ ォール ト ・ ト レ ラ ンスが有効である間は、 仮想マシンをバッ
クア ッ プできません。

解決方法

仮想マシンが、 バッ クア ッ プ ・ スナ ッ プシ ョ ッ ト をサポー ト し ない以前のバージ ョ ンのフ ォール ト ・ ト レ ラ ンス
で保護されています。

レガシー ・ フ ォール ト ・ ト レ ラ ンスを使用し ている仮想マシンをバッ クア ッ プおよびリ ス ト アするには、 新しい
バージ ョ ンの vSphere FT を使用するために、 仮想マシンを再設定し ます。 vSphere ウ ェ ブ ・ ク ラ イアン ト を使

用し て、 仮想マシンのフ ォール ト ・ ト レ ラ ンスをオフにし てから、 再度オンにし ます。 再設定プロセスの間、 再
設定し ている仮想マシンに FT プロテ クシ ョ ンは利用できません。

RDMディスクがVMDKファイルにリストアされる

説明

仮想互換モー ドの RDM デ ィ スクが元の RDM ではな く 、 フ ラ ッ ト な .vmdk フ ァ イルに リ ス ト ア されます。

注意： vSphere FTを使用して保護されている仮想マシンをバックアップするためにプラグインを使用する

前に、お使いの環境でVMware ESXi 6.0ビルド番号4192238以降が使用されていることを確認します。
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解決方法

代替手段と し て、 リ ス ト ア時はこれらの RDM デ ィ スク を除外し て く だ さい。

イメージレベルのバックアップを統合できない
NetVault Backup Plug-in for Consolidation を使用する と、 仮想マシンのイ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プは ［セ

レ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページには表示されますが、 これらのセーブセ ッ ト を統合できません。

ファイル・サイズが50 MBを超えると、Linuxでリストア・

ジョブが失敗する
フ ァ イルの断片化を回避するため、 Plug-in for VMware ではフ ァ イルをデ ィ スクに リ ス ト アする前にデ ィ スク領

域の事前割り当てを行います。 Linux ベースのシステムでは、 フ ァ イルのサイズが 50 MB を超える とデ ィ スク領

域は事前割り当て されません。 このよ う なフ ァ イルは、 スパース ・ フ ァ イルと同様に処理され、 デ ィ スク領域は
リ ス ト ア時に必要に応じ て割り当てられます。 デ ィ スクに 50 MB を超える フ ァ イルを完全にリ ス ト アできる十

分な領域がない場合は、 デ ィ スクの空き容量がな く なった時点でジ ョ ブが失敗し ます。

Webサービス・プロセスが、サーバーが使用不可であることを

示すメッセージを表示する

説明

［仮想マシンの診断］ メ ソ ッ ド で タ イムアウ ト 間隔 （5 分） 内に結果を返すこ とができない場合、 Web サービス

のプロセスで次のメ ッ セージが表示されます。 「Error: The remote machine: <Name of the NetVault Backup 
Server> is unavailable」

解決方法

ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ る と、 現在の操作を続行する こ とができます。 バッ クグラウン ド で、 ［仮想マシン
の診断］ メ ソ ッ ド によ り ク リーンア ッ プ ・ プロセスが実行され、 作成されたスナ ッ プシ ョ ッ ト が削除されます。

プラグインの更新をインストールすると、VMware Vstor2 
MntApiドライバが不整合な状態になる

説明

プ ラグイ ンの更新を イ ンス ト ールする と、 VMware Vstor2 MntApi ド ラ イバが不整合な状態にな り ます。

解決方法

Windows ベースのプロキシ ・ サーバーを使用している場合は、 VDDK を削除した後にサーバーを再起動して く ださ

い。 サーバーを再起動せずに VMware Vstor2 MntApi ド ラ イバをインス ト ールまたは削除し よ う とする と、 エラーが

発生するこ とがあります。 詳し く は、 http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/developer/vddk/65/vsphere-
vddk-65-release-notes.html を参照して く ださい。

プ ラグイ ンの 新バージ ョ ンを イ ンス ト ールする前に、 次の手順を完了し て く だ さい。

1 プ ラグイ ンの既存のバージ ョ ンを削除し ます。

2 VMware Vstor2 MntApi ド ラ イバの状態を確認し ます。

3 ド ラ イバが存在し ている場合はド ラ イバを削除し ます。

4 プ ラグイ ンの 新バージ ョ ンを イ ンス ト ールし ます。
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暗号化ディスクのバックアップおよびリストア
vSphere 6.5 から、 仮想マシンの暗号化に対応するよ う にな り ま し た。 ただ し、 暗号化し たデ ィ スクのバッ ク

ア ッ プ と リ ス ト アには対応し ていません。

同じUUIDを持つクローン仮想マシンのバックアップ

説明

仮想マシンが vCenter Server の外側でク ローン作成される と、 元の仮想マシン と同じ UUID が割り当てられる場

合があり ます。 このク ローンの仮想マシンがバッ クア ッ プ用に選択される と、 バッ クア ッ プがク ローンの仮想マ
シンではな く 、 元の仮想マシンで行われる可能性があり ます。

解決方法

この問題を修正するには、 ク ローンの仮想マシンの UUID を変更する必要があ り ます。 仮想マシンの UUID を変

更する方法については、 http://kb.vmware.com/kb/1002403 を参照し て く ださい。

vSphere FTで保護された仮想マシンのバックアップ

説明

スナ ッ プシ ョ ッ ト 処理中は、 vSphere FT （VMware vSphere Fault Tolerance） が無効にな り ます。 非対応ビル

ドの ESXi ホス ト を使用し ている場合は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ プロセス中に vSphere FT 保護が無効になる可能

性があり ます。 この問題は、 VMware ESXi ホス ト の旧バージ ョ ンの問題が原因で発生し ます。

解決方法

プ ラグイ ン ・ バージ ョ ン 11.2 以降の vSphere FT で保護されている仮想マシンをバッ クア ッ プするには、 ご使

用の環境で VMware ESXi 6.0 のビルド番号 4192238 以降を使用する必要があり ます。 この問題は、 VMware 
ESXi ホス ト の旧バージ ョ ンの問題が原因で発生し ます。 仮想マシンが Windows 2008 以降をゲス ト OS と し て

使用し、 VMware Tools の VSS プロバイダを使って静止スナ ッ プシ ョ ッ ト を撮る際に発生する可能性が高 く な り

ます。 詳細については、 VMware ナレ ッ ジベースの記事 2145664 を参照し て く だ さい。

ストレージ・アレイでVVolを使用するとエラーが発生する

デフ ォル ト ではシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングのデ ィ スクに対応し ていないス ト レージ ・ アレ イ を搭載し た VVols
（VMware Virtual Volumes） を使用する と、 次のエラー ・ メ ッ セージが出力される可能性があり ます ： Error 
creating disk Error creating VVol Object。 データ ス ト アに十分な空き領域がない、 またはデータ ス ト アが選択し

たプロビジ ョ ニング ・ タ イプに対応できないこ とが原因の可能性があ り ます。

解決方法

VVol でシ ッ ク ・ プロビジ ョ ニングのデ ィ スク作成を可能にするには、 ス ト レージ ・ アレ イでシ ッ ク ・ プロビ

ジ ョ ニングを有効にし ます。 詳し く は、 http://pubs.vmware.com/Release_Notes/en/horizon-6-view/horizon-62-
view-release-notes.html を参照し て く だ さい。

仮想マシンの問題の診断
［仮想マシンの診断］ 機能には、 プ ラグイ ンが以下のアク テ ィ ビテ ィ を実行する と きにエラーの原因になる、 仮
想マシン設定での問題を識別するために使用される事前定義されたテス ト が含まれています。

• 仮想マシン ・ デ ィ スク （VMDK） フ ァ イルへのアクセス
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• CBT ステータ スおよび機能の確認

• 静止スナ ッ プシ ョ ッ ト の作成

プ ラグイ ンでは、 これらのテス ト で検知された問題を報告し、 問題を修正するための推奨事項を提供し ます。 こ
れらのテス ト はいつでも実施できます。

診断テス ト を実行するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開いて、 次に ［VMware プ ラグイ

ン］ を開きます。

3 VMware ESXi または VMware vCenter Server、 および他の適切なコ ンテナ ・ ノ ー ド （た と えば、

Datacenter、 ク ラス タ、 リ ソース ・ プール、 およびその他のノ ー ド） を開いて、 ターゲッ ト 仮想マシンを

表示し ます。

4 仮想マシンを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［仮想マシンの診断］ を選択し ます。

このプ ラグイ ンでは、 以下のテス ト を実行し ます。

▪ スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し ます。

▪ 設定されたプ ラ イマ リ転送モー ド を使用し て、 VMDK フ ァ イルを開いてお読み く ださい。

▪ 仮想ハー ド ウ ェ アのバージ ョ ンを確認し ます。

▪ 現在の CBT 設定を確認し ます。

▪ VMware ツールがイ ンス ト ールされ、 実行されているかど うかを確認し ます。

▪ 仮想マシンにスナ ッ プシ ョ ッ ト が存在するかど うかを確認し ます。

5 ［診断結果］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで結果を表示し ます。

▪ ［結果］ ： このタ ブには、 診断テス ト の結果 （合格または不合格） が表示されます。

▪ 推奨事項 ： このタ ブには、 テス ト 中に検知された問題を修正するための推奨事項が記載されてい
ます。

▪ ［仮想マシン］ ： このタ ブには、 仮想マシンに関する一般的な情報が表示されます。

6 ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ るには、 ［閉じ る］ を ク リ ッ ク し ます。

SOAP メ ッ セージ
ト レースを有効にする と、 Plug-in for VMware は、 他の ト レースログと共に以下の 2 つのフ ァ イルを生成し ます。

• vmw(nnn)_soapsent.log

• vmw(nnn)_soaprecv.log

これらのフ ァ イルには、 プ ラグイ ン と、 VMware vCenter または ESXi Server 上で稼働し ている vSphere Web
サービス間の通信の詳細が含まれています。

Quest テクニカル ・ サポー ト に ト レース ・ フ ァ イルを送信する際は、 必ずこの 2 つのフ ァ イルを添付して く ださい。

メ モ ： 診断テス ト を実施する と き、 プ ラグイ ンは静止スナ ッ プシ ョ ッ ト を作成し よ う と し ます。 こ
の動作は、 仮想マシンのビジー状態に応じ て完了するまでにしばら く かかる こ とがあ り ます。
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VDDK ログの生成
Plug-in for VMware では、 以下の操作に VMware VDDK API を使用し ます。

• イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア

• フ ァ イル ・ レベルでの表示およびバッ クア ッ プ

これらの操作中に発生し たエラーを診断または ト ラブルシューテ ィ ングする際、 Quest のテ クニカル ・ サポー ト

まで VDDK ログを送信するよ う に依頼する場合があ り ます。 これらの操作の実行中、 以下の手順を使用し て

VDDK ログの生成を有効にする こ とができます。

VDDK ログを生成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 プ ラグイ ンがイ ンス ト ールされている NetVault Backup ク ラ イアン ト を開きます。

3 ［VMware プラグイ ン］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

4 ［ ト ラブルシューテ ィ ング］ の下で、 ［VDDK ログを有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

5 設定を保存するには、 ［OK］ または ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

vixDiskLib*.log とい う名前の VDDK ログ ・ フ ァ イルが、 以下のデ ィ レ ク ト リ に生成されます。

▪ Windows ： <System Drive>\Windows\Temp\vmware-SYSTEM

▪ Linux ： /tmp/vmware-root

イ メ ージ ・ レベルのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アまたはフ ァ イル ・ レベルのバッ クア ッ プを実行するか
操作を表示する と、 ログ ・ フ ァ イルが生成されます。

32 ビ ッ ト Windows の
Plug-in for VMware 2.7
NetVault Backup Plug-in for VMware 2.7 は廃止されたレガシー ・ バージ ョ ンのプ ラグイ ンで、 64 ビ ッ ト の

Windows マシンにのみ対応し ています。 NetVault Backup Plug-in for VMware 2.7 を誤って 32 ビ ッ ト の

Windows マシンにイ ンス ト ールする と、 アン イ ンス ト ールできません。 

メ モ ： デフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページから も設定できます。

1 ［ナビゲーション］パネルで、［設定変更］をクリックします。

2 プラグインがNetVault Backup Serverにインストールされている場合は、［サーバー設定］をクリッ

クします。

—または—
プラグインがNetVault Backupクライアントにインストールされている場合は、［クライアント設

定］をクリックし、クライアントの表からクライアントを選択して、［次へ］をクリックします。

3 ［プラグイン］で［プラグイン・オプション］をクリックします。
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社に対するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保護、 ID およ

びアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ューシ ョ ンのポー ト

フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革新に費やす

時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 http://www.bakbone.co.jp

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
Quest NetVault Backup Plug-in for VMware 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

弊社について
88

https://www.quest.com/jp-ja/company/contact-us.aspx
https://support.quest.com/ja-jp/


本製品に使用されているサー ドパーテ ィ
製品
この製品には、 以下のサー ドパーテ ィ 製コ ンポーネン ト が含まれています。 サー ド パーテ ィ のラ イセンス情報に
ついては、 https://www.quest.com/legal/license-agreements.aspx を参照し て く ださい。 アス タ リ スク （*） が付

いている コ ンポーネン ト のソース ・ コー ド については https://opensource.quest.com を参照し て く だ さい。

表11. 本製品に使用されているサードパーティ・ソフトウェアのリスト

コンポーネント ライセンスまたは承認

libcurl 7.46.0 MIT/X派生N/A
© 1996-2010, Daniel Stenberg. All rights reserved.

OpenSSL 1.0.1j OpenSSL 1.0
© 1998-2015 The OpenSSL Project. All rights reserved.
ライセンスの問題

OpenSSLツールキットは引き続きデュアル・ライセンス対象です。つま

り、OpenSSLライセンスとオリジナルのSSLeayライセンスの両方が

ツールキットに適用されます。実際のライセンスの本文については、以
下を参照してください。実際には、両方のライセンスは、BSD形式の

オープン・ソース・ライセンスです。OpenSSLに関連するライセンス問

題が発生した場合は、openssl-core@openssl.orgまでご連絡ください。

OpenSSL License
© 1998-2007 The OpenSSL Project. All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

1 Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.

3 All advertising materials mentioning features or use of this software 
must display the following acknowledgment:

この製品には、 OpenSSL Toolkit で使用するために OpenSSL プロ

ジ ェ ク ト で開発されたソ フ ト ウェ アが含まれています
（http://www.openssl.org/）。

4 The names “OpenSSL Toolkit” and “OpenSSL Project” must not be 
used to endorse or promote products derived from this software 
without prior written permission. 書面による許可については、

openssl-core@openssl.org にお問い合わせ く だ さい。

5 Products derived from this software may not be called “OpenSSL” 
nor may “OpenSSL” appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project.

6 Redistributions of any form whatsoever must retain the following 
acknowledgment:

この製品には、 OpenSSL Toolkit で使用するために OpenSSL プロ

ジ ェ ク ト で開発されたソ フ ト ウェ アが含まれています
（http://www.openssl.org/）。
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' 
AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY 
OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com).
Original SSLeay License
© 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)
All rights reserved.
This package is an SSL implementation written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com).
The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.
This library is free for commercial and non-commercial use as long as the 
following conditions are adhered to. The following conditions apply to all 
code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; 
not just the SSL code. The SSL documentation included with this 
distribution is covered by the same copyright terms except that the holder 
is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).
Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the 
code are not to be removed.
If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution 
as the author of the parts of the library used.
This can be in the form of a textual message at program startup or in 
documentation (online or textual) provided with the package.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

1 Redistributions of source code must retain the copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer.

2 Redistributions in binary form must reproduce the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution.

3 All advertising materials mentioning features or use of this software 
must display the following acknowledgement:

This product includes cryptographic software written by Eric Young 
(eay@cryptsoft.com).

The word “cryptographic” can be left out if the routines from the 
library being used are not cryptographic related :-).

4 If you include any Windows-specific code (or a derivative thereof) 
from the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement:

表11. 本製品に使用されているサードパーティ・ソフトウェアのリスト

コンポーネント ライセンスまたは承認
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This product includes software written by Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com).

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG “AS IS” AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF 
USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE.
The licence and distribution terms for any publically available version or 
derivative of this code cannot be changed. i.e. this code cannot simply be 
copied and put under another distribution licence [including the GNU 
Public Licence.]

表11. 本製品に使用されているサードパーティ・ソフトウェアのリスト

コンポーネント ライセンスまたは承認
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